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Arcserve 製品リファレンス

このマニュアルが参照している Arcserve 製品は以下のとおりです。

Arcserve® Backup

Arcserve® Unified Data Protection

Arcserve® Unified Data Protection Agent for Windows

Arcserve® Unified Data Protection Agent for Linux

Arcserve® Replicationおよび High Availability



Arcserve サポートへの問い合わせ

Arcserve サポート チームは、技術的な問題の解決に役立つ豊富なリソースを提

供します。重要な製品情報に簡単にアクセスできます。

テクニカルサポートへの問い合わせ

Arcserve のサポート：

Arcserve サポートの専門家が社内で共有しているのと同じ情報ライブラリに

直接アクセスできます。このサイトから、弊社のナレッジ ベース( KB) ドキュメント

にアクセスできます。ここから、重要な問題やよくあるトラブルについて、製品関

連 KB 技術情報を簡単に検索し、検証済みのソリューションを見つけることが

できます。

弊社のライブチャット リンクを使用して、Arcserve サポート チームとすぐにリアル

タイムで会話を始めることができます。ライブチャットでは、製品にアクセスした

まま、懸念事項や質問に対する回答を即座に得ることができます。

Arcserve グローバルユーザコミュニティに参加して、質疑応答、ヒントの共

有、ベスト プラクティスに関する議論、他のユーザとの会話を行うことができま

す。

サポート チケットを開くことができます。オンラインでサポート チケットを開くと、

質問の対象製品を専門とする担当者から直接、コールバックを受けられま

す。

また、使用している Arcserve 製品に適したその他の有用なリソースにアクセス

できます。

https://arcserve.zendesk.com/hc/ja


Arcserve Backup マニュアル

Arcserve Backupドキュメントには、すべてのメジャーリリースおよびサービスパックに

ついての特定のガイドとリリースノートが含まれています。ドキュメントにアクセスす

るには、以下のリンクをクリックします。

Arcserve Backup r17.5 SP1 リリースノート

Arcserve Backup r17.5マニュアル選択メニュー

http://documentation.arcserve.com/Arcserve-Backup/available/r17.5/JPN/Bookshelf_Files/HTML/Relnotessp1/default.htm
https://documentation.arcserve.com/Arcserve-Backup/Available/R17.5/JPN/Bookshelf.html
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第1章 : オプションの紹介

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

概要 12

このオプションによるライブラリの管理方法 13

ライブラリによるデータの管理方法 15

このオプションを使用したテープ RAID ライブラリの管理方法 17

第1章:オプションの紹介 11



概要

概要

Arcserve Backupは、アプリケーション、データベース、分散サーバ、およびファイルシ

ステム向けの包括的かつ分散的なストレージ ソリューションです。データベース、ビ

ジネスクリティカルなアプリケーション、およびネットワーククライアントにバックアップ

機能およびリストア機能を提供します。

Arcserve Backupが提供するオプションの1つに、Arcserve Backup Tape Library
Optionがあります。このオプションでは、テープ RAID ライブラリがサポートされます。

このオプションは、マルチドライブテープライブラリをサポートし、デバイスおよびメディ

アの高度な管理機能を提供します。Arcserve Backupでこのオプションを利用する

ことにより、各ドライブにデータストリームを同時に転送でき、マルチドライブテープ

ライブラリのスループットを最適化できます。

Arcserve Backupは、このオプションにより、テープ RAID 機能をサポートします。

Arcserve Backupで提供されているバックアップとリストアのすべての標準機能は、こ

のオプションを使用して作成するテープ RAID デバイスに適用されます。

注：テープ RAID デバイスでは、マルチプレキシングおよびハードウェア暗号化はサ

ポートされていません。

このマニュアルでは、以下の種類のデバイスを使用して Arcserve Backupをインス

トール、設定、および管理する方法について説明します。

マルチドライブテープライブラリ

テープ RAID ライブラリ
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このオプションによるライブラリの管理方法

このオプションによるライブラリの管理方法

このオプションでは、以下の機能によってライブラリ管理が簡便化されます。

複数ドライブのサポート -- 単一および複数のドライブで構成されるライブラリを

サポートします。

注：Arcserve Backup Tape Library Optionのライセンスは、マルチドライブライブ

ラリの場合だけに必要となります。

複数ライブラリのサポート - 複数のライブラリをサポートします。1台のコンピュー

タにインストールできるライブラリの数を制限する要素となるのは、そのコン

ピュータで使用可能なリソースの量と、システムの処理能力だけです。

複数のドライブを同時に初期化 - ドライブの初期化中に、進行状況をデバ

イスマネージャで確認できます。複数ドライブのライブラリの場合、テープエン

ジンはすべてのドライブを初期化します。

複数のデバイスを同時に管理する機能 - 任意のスロットをクリーニングスロッ

トに設定し、ストレージ ドライブをクリーニングできます。複数のドライブを使用

可能な環境では、これらのオプションによって、ライブラリで使用可能なドライ

ブが必要に応じて使用され、複数のデバイス管理機能が平行して同時に

実行されます。

以下のライブラリデバイス管理機能を同時に実行できます。

クイックインベントリ

スロット内のフォーマット

スロット内のメディアの消去 ( クイック消去、クイック消去プラス、およびロ

ング消去 )

メディアのインポートとエクスポート

ライブラリドライブのクリーニング

バーコード ID ( テープライブラリでバーコード リーダがサポートされている場合 ) -
Arcserve Backupは、メディアに割り当てられたバーコードを読み取って各メディ

アのロケーションを迅速に特定します。そのため、インベントリ時にメディアをテー

プドライブにロードする必要はありません。

クイック初期化 - クイック初期化オプションでは、テープエンジンの停止と再起

動を行わなくても、バーコード リーダのないライブラリのインベントリをすぐに実行

できます。

インストールの終了後にテープエンジンを初めて起動すると、ライブラリ全体の

インベントリが実行され、記録されます。［ライブラリプロパティ］ダイアログボッ
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このオプションによるライブラリの管理方法

クスでクイック初期化を有効にすると、以後のテープエンジン起動時には、通

常のインベントリ処理をスキップできます。

注：Arcserve Backupマネージャインターフェース以外の方式やメカニズムを使

用してライブラリからテープを移動する場合は、デバイスマネージャを使用して

ライブラリのインベントリを実行する必要があります。

ドライブの自動クリーニング処理 - デバイス環境設定で、テープドライブの使

用時間に対する自動クリーニング処理を設定できます。

スロット単位のグループ化 - ライブラリグループの概念はデバイスグループの場

合と同じです。ただし、ライブラリはスロット単位でグループ化される点が異なり

ます。ライブラリをグループ化する際には、ライブラリ内の任意のスロットを選択

してライブラリグループを作成できます。スパンするメディアがライブラリに残って

いない場合は、新しいメディアを挿入すると、Arcserve Backupによってそのメ

ディアが事前定義済みグループの一部として認識されます。

シングルステップのライブラリグループスパン機能 - シングルステップのライブラ

リグループスパン機能をサポートします。この機能を使用すると、事前にデバ

イス管理コマンドを実行しなくても、新しいブランクメディアをライブラリに挿入

するだけで、Arcserve Backupによってそのメディアのインベントリが実行されるの

で、バックアップまたはリストア処理を中断せずにそのまま継続できます。

障害発生時における操作の続行 ( フォールト トレランス処理 ) - いずれかのド

ライブに障害が発生しても操作を続行できます。複数のドライブで構成され

るライブラリで、いずれかのドライブに障害が発生した場合は、そのドライブをオ

フラインに設定できます。テープエンジンは、テープからの読み取りおよびテープ

への書き込み中に問題を検出すると、ドライブのステータスをオフラインに設定

します。これにより、テープエンジンは、ライブラリに残された障害のないドライ

ブを使用して操作を続行することができます。

複数グループへの同時アクセス - 使用可能なすべてのメディアとドライブを使

用して、複数のジョブを同時に実行できます。

ラージ ライブラリのサポート - ウィンドウの右ペインのリスト内に 1,000個以上の

スロットを備えるライブラリを表示できます。スロットは以下の形式で表示でき

ます。

大きいアイコンまたは小さいアイコン

ライブラリの詳細

レポートとリスト

64ビット Windowsオペレーティングシステムのサポート - 64ビットのWindows
オペレーティングシステムで 32ビットのアプリケーションを実行させている場合に

は、バックアップ処理とリストア処理がサポートされます。

14 Tape Library Optionユーザガイド



ライブラリによるデータの管理方法

ライブラリによるデータの管理方法

ライブラリは、1つまたは複数のメディアドライブを備えたデバイスで、通常はメディ

アを自動的に移動する機構 ( ロボット ピッカなど) も備えています。ロボット ピッカ

を使用すると、ライブラリは、ユーザによる手動操作を必要とせずに、大量のデー

タを自動的にバックアップできます。

ライブラリは以下のコンポーネントで構成されています。

バーコード リーダとスキャナ( ライブラリでサポートされている場合 ) - Arcserve
Backupは、メディアに割り当てられたバーコードを読み取って、各メディアのロ

ケーションを迅速に特定します。

マガジン( または bin) - 1つまたは複数のグループのストレージ メディア( テープ

など) を格納します。

ロボット ピッカ - このデバイスは、ストレージ メディアをマガジンスロットからドライ

ブ( またはその逆 ) へ物理的に移動させる装置です。

ドライブ - デバイス内に装備されているハードウェアです。バックアップおよびリス

トア時に、メディアへのデータの書き込みと読み取りを実行し、コンピュータとス

トレージ メディアの間でデータを転送します。

ライブラリの機種によっては、複数のドライブを装備しているものや、100個以上の

マガジンを搭載しているものがあります。小型のライブラリは「オートローダ」や「チェ

ンジャ」と呼ばれる場合があります。

注：本書では、装備するスロットの数にかかわらず一律に「ライブラリ」と呼びま

す。
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ライブラリによるデータの管理方法

ライブラリの使用方法は、通常のテープドライブの使用方法とほぼ同じです。最

大の相違点は、ライブラリではドライブのメディアの挿入と取り出しが自動的に行

われることです。

使用する SCSI ( Small Computer System Interface) ID が 1つのライブラリもありま

す。ライブラリが SCSI ID を 1つだけ使用する場合は、ライブラリとライブラリのドライ

ブにそれぞれ LUN ( Logical Unit Number) が割り当てられ、ドライブとライブラリが区

別されます。

注： Arcserve Backupでは、スタッカはサポートされていません。ライブラリでは、メ

ディアスロットのランダムアクセスが可能ですが、スタッカではランダムアクセスはでき

ません。

ライブラリを使用すると、以下のような点で便利です。

自動化 - 手動の操作をまったく行わずにバックアップやリストアを行えます。

大容量 - ライブラリは、複数のストレージ ドライブおよび大量のメディアを内蔵

できます。

フォールト トレランス - テープライブラリにロードされたテープの1つに障害が発

生した場合、テープライブラリはそのテープをマークし、Arcserve Backupは次回

以降のバックアップでそのテープを使用しなくなります。

テープドライブのクリーニング - 必要なときにテープドライブをクリーニングできる

ように、1本以上のクリーニングテープをスロットに備えておくようテープライブラ

リを設定できます。
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このオプションを使用したテープ RAIDライブラリの管理方法

このオプションを使用したテープ RAID ライブラリの管理

方法

Arcserve Backupは、バックアップシステムのパフォーマンスを向上させるのに有効で

す。リストア中にメディアのどれか1つが使用できなくなった場合でも、その他のメ

ディアを使用してデータをリストアできます。

このオプションは、複数のテープドライブを統合することで、単一ドライブよりも優れ

たコスト、パフォーマンス、容量、信頼性を提供します。また、データの冗長性、

強化されたパフォーマンス、ディスク障害からのすばやいデータ復元機能を提供し

ます。

各 RAID レベルの利点について、以下に簡単に説明します。

RAID 0：ストライピング - RAID 0レベルは、パフォーマンスを最適化するために

は理想的なソリューションです。ただし、RAID 0ではフォールト トレランスは提

供されません。

RAID 1：ミラーリング - RAID 1では、バックアップするデータのコピーを 2つ作成

することにより、十分なフォールト トレランスとパフォーマンスが提供されます。

RAID 5：パリティ付きストライピング - RAID 5では、3つ以上のドライブを 1つの

仮想ドライブとして動作させるため、仮想メディアの容量が増大します。その

結果、優れたパフォーマンスと適度のフォールト トレランスが提供されます。

注：テープ RAID ライブラリにこのオプションを使用する場合のシステム要件とインス

トール要件については、このリリースの「リリースノート」を参照してください。

テープ RAID ライブラリでは、Tape Library Optionの以下の機能がサポートされませ

ん。

マルチプレキシング

ファイルシステムデバイス

WORM( Write Once Read Many) メディア

ハードウェアの暗号化
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このオプションを使用したテープ RAIDライブラリの管理方法

テープ RAIDの仕組み

RAID ( Redundant Array of Independent Disks) は、複数のドライブ間でデータを分

散または複製することで、パフォーマンスが強化されます。この方式では、複数の

テープドライブがグループ化されるため、1つまたは複数のドライブまたはメディアが

故障した場合に、フォールト トレランス機能が提供されます。

複数のテープドライブを使用することで平均故障間隔 ( MTBF) が長くなり、デー

タの冗長保存によりフォールト トレランスが強化され、場合によってはデータのス

ループットが向上します。

注：スループットの向上が認識できるのは、テープドライブのパフォーマンスがボト

ルネックになっている環境だけです。ドライブが原因で Arcserve Backupの処理が

遅い場合は、RAID ストライピングによって処理速度の低下を最小限に抑え、ス

ループットを向上させることができます。
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このオプションを使用したテープ RAIDライブラリの管理方法

テープ RAID メディアセットの管理方法

フォーマット、消去、イジェクト、圧縮の変更は、RAID メディアセットに含まれるす

べてのメディアを対象とします。たとえば［フォーマット］を選択すると、指定した

RAID デバイスを構成する全ドライブ内のテープが同時にフォーマットされます。

注：ドライブをクリーニングするには、ライブラリで提供されているハードウェアのク

リーニング機能を有効にする必要があります。
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インストールの前提条件

インストールの前提条件

Arcserve Backup Tape Library Optionをインストールする前に、以下の前提条件を

確認してください。

システムがオプションのインストールに必要なソフトウェア要件を満たしているこ

と。これらの要件のリストについては、「互換性マトリクス」を参照してください。

オプションをインストールするコンピュータ上で、ソフトウェアをインストールするた

めに必要となる管理者権限 ( または管理者に相当する権限 ) を有しているこ

と。

オプションをインストールするマシンのユーザ名およびパスワードがわかっているこ

と。

Arcserve Backupがインストールされ、正しく動作していること.

重要： Arcserve Backupは、1台のドライブで構成されるライブラリをサポートし

ています。ライブラリが複数のドライブを搭載している場合は、Arcserve Backup
Tape Library Optionのライセンスを取得して、複数ドライブを使用できるように

する必要があります。

このオプションをインストールしてテープ RAID デバイスで使用する場合は、以下

の前提条件を確認します。

Arcserve Backupがインストールされ、正しく動作していること.

設定する RAID のレベルが決定していること( SANで使用されるプライマリ

サーバの場合 ) 。
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オプションのインストール

オプションのインストール

このオプションのインストール方法については、「実装ガイド」を参照してください。
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ライブラリの設定

ライブラリの設定

Arcserve Backupはテープエンジンの起動時にライブラリを自動的に検出して設

定します。Arcserve Backupがライブラリを検出できるようにするのに、ウィザードや

他の外部アプリケーションを実行する必要はありません。

注：Arcserve Backupによって自動的にライブラリの設定が実行されない場合は、

デバイス環境設定を使用して、手動でライブラリを設定します。

ライブラリを設定するには、以下の必須タスクが完了していることを確認します。

1. Arcserve Backupベース製品をインストールします。

2. ご使用の環境に必要な Arcserve Backup Tape Library Optionのライセンスをイン

ストールします。

3. テープエンジンを開始します。

Arcserve Backupが自動的にライブラリを検出し、設定します。

4. Arcserve Backupがテープ上のデータを読み取るようにしたい場合は、以下を実行

します。

a. Arcserve Backupデバイスマネージャを起動します。

b. ライブラリを参照して選択します。

c. ツールバーの［インベントリ］をクリックします。

Arcserve Backupがテープの内容を読み込みます。

ライブラリを設定する方法

1. ［デバイスマネージャ］ウィンドウを開いて、ライブラリを参照します。

2. ライブラリを右クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリプロパティ］を選択しま

す。

［ライブラリプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

3. ［一般］タブをクリックします。

次の一般的なオプションを、ライブラリに合うように変更します。

バーコード リーダ搭載済み -- ライブラリがバーコード リーダを備えている場

合、このオプションを選択すると、デバイスのバーコード リーダを使用して、ラ

イブラリ内のテープのインベントリを実行できます。

不明なバーコード メディアは初期化中にインベントリ処理を実行しな

いように設定 -- このオプションを有効にするには、［バーコード リーダ搭

載済み］オプションを選択します。
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ライブラリの設定

このオプションにより、Arcserve Backupデータベースに「インベントリ未実

行」として記録されていないバーコードを持つメディアを指定すること

で、Arcserve Backupを高速に初期化することができます。このオプショ

ンによって、テープエンジンの開始時に、Arcserve Backupが「インベン

トリ未実行」スロットをインベントリできなくなります。インベントリ未実

行として指定されているメディアは、必要になるまで、スロット内に残

すことができます。「インベントリ未実行」として指定されるメディアを使

用するには、［デバイスマネージャ］ウィンドウから［手動インベントリ］オ

プションを使用してメディアのインベントリを実行する必要があります。

バーコード リーダ非搭載 -- ライブラリにバーコード リーダが含まれていない場

合は、このオプションを指定します。

ライブラリのクイック初期化 -- このオプションを有効にするには、［バー

コード リーダ非搭載］オプションを選択する必要があります。

これは、バーコードの読み取りができないライブラリのためのオプションで

す。このオプションを有効にすると、Arcserve Backupでは、Arcserve
Backupデータベース内のライブラリのスロットに関する情報を保持しま

す。その結果、テープエンジンが再起動されても、Arcserve Backupは

インベントリ処理を繰り返さないようになります。バーコード リーダを備

えたライブラリでは、Arcserve Backupはこのオプションを無視します。

注：ライブラリがバーコードをサポートしておらず、このオプションが無効

になっている場合、Arcserve Backupは、Arcserve Backupの起動時に

ライブラリ全体のインベントリを実行します。

このオプションを選択すると、テープエンジン起動時に、スロットのイン

ベントリプロセスをバイパスすることにより、Arcserve Backupが高速に

初期化できるようになります。このオプションを使用するとき、Arcserve
Backupは、スロット内のメディアが、最後のシャットダウン以降、追

加、削除、移動、または交換されていないと仮定します。メディアを

追加、削除、移動、または交換した場合、手動で、ライブラリ全体

のインベントリを実行するか、変更されたスロットのインベントリを実行

する必要があります。

注：Arcserve Backupはライブラリの設定後、ライブラリのインベントリを

実行する必要があります。クイック初期化オプションは、ライブラリの最

初のフルインベントリ完了後に、有効になります。

バックアップジョブの完了時にメディアをイジェクト -- このオプションを選択する

と、Arcserve Backupは、バックアップジョブ完了後に、ドライブ内にテープを

残さずに元のスロットに戻します。
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ライブラリの設定

注：バックアップマネージャのグローバルオプションで［メディアをイジェクトしな

い］を選択すると、［バックアップジョブの完了時にメディアをイジェクト］オプ

ションをジョブ単位で無効にできます。また、［バックアップジョブの完了時に

メディアをイジェクト］チェックボックスをオフにした状態で、特定のバックアップ

ジョブの完了後にメディアをイジェクトしたい場合は、バックアップマネージャ

のグローバルオプションで［メディアをイジェクトする］を選択します。

ライブラリは VTL である -- このオプションを使用すると、ライブラリを設定して

仮想テープライブラリ( VTL) として機能させることができます。

以下の動作に注意してください。

このオプションを選択すると、Arcserve Backupはメディアの有効期限を

無視します。

ライブラリを VTL として識別すると、読み取りのパフォーマンスが向上し

ます。この機能を使用すると、Arcserve Backupで、ドライブ効率およ

び VTL バックアップおよびデータマイグレーションの全体的なパフォーマ

ンスを最大化できます。

物理ライブラリを VTL として指定しないでください。物理ライブラリを

VTL として指定すると、ライブラリのバックアップおよびデータマイグレー

ションのパフォーマンスに悪影響が出る可能性があります。

ブランクテープのモニタ -- ライブラリで利用できるブランクテープの数が指定

の値未満であるときに、アクティビティログに警告メッセージを記録できます。

このオプションは単一または複数のドライブライブラリに適用できます。

デフォルト値 -- 1

範囲 -- 1～ 65535

4. ［クリーニング］タブをクリックします。

以下のクリーニングオプションを、ライブラリに合うように変更します。

クリーニング( スロット ) -- 特定のスロットをクリーニングスロットとして指定する

ことができます。1つまたは複数のクリーニングスロットを指定できます。連続

した番号のものである必要はありません。

クリーニング( バーコード ) -- 特定のバーコード、またはプレフィックスとワイルド

カード文字を使用したバーコードの範囲に基づいてライブラリのクリーニング

スロットを指定できます。［クリーニング対象バーコードのプレフィックス］フィー

ルドに、バーコード化されたクリーニングテープのプレフィックスを入力します。
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［クリーニング対象バーコードのプレフィックス］フィールドに、バーコード プレ

フィックスを指定します。

注：アスタリスクはワイルドカード文字です。

5. ［OK］をクリックします。

クリーニングスロットはそれぞれのバーコード プレフィックスに基づいて設定さ

れます。

例 :

クリーニングテープ上のバーコードは CLN123です。［クリーニング対象

バーコードのプレフィックス］フィールドに CLN123 と入力します。

ライブラリには複数のクリーニング対象テープがあります。クリーニング

テープのバーコードのプレフィックスは ABC です。［クリーニング対象バー

コードのプレフィックス］フィールドに ABC* と入力します。

ライブラリには複数のクリーニング対象テープがあります。クリーニング

テープのバーコードのプレフィックスは ABC、CLN1、およびMXです。［ク

リーニング対象バーコードのプレフィックス］フィールドに ABC*; CLN1*;
MX* と入力します。

自動テープクリーニング -- 自動的にテープクリーニングタスクを管理するよう

に Arcserve Backupに指示できます。このオプションを有効にする場合は、ク

リーニングタスクの実行間隔を指定する必要があります。

6. ［OK］をクリックします。

ライブラリの環境設定は、これで完了です。
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デバイス環境設定を使用したライブラリの環境設定

デバイス環境設定を使用したライブラリの環境設定

テープエンジンを起動するか、テープエンジンを停止した後で再起動すると、

Arcserve Backupによってライブラリが自動的に検出され、デフォルトのオプション

セットを使用して設定されます。このセクションでは、Arcserve Backupでライブラリ

が自動的に検出、設定されない場合、またはライブラリの再設定を行う場合の

ライブラリ設定方法について説明します。

重要：デバイス環境設定を使用してライブラリの再設定を行うと、以前のオプショ

ン値がすべてクリアされます。

デバイス環境設定を使用してライブラリを設定する方法

1. ホーム画面にあるナビゲーションバーの［管理］メニューで、［デバイス環境設定］を

クリックします。

［デバイス環境設定へようこそ］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［デバイス環境設定へようこそ］ダイアログボックスから、［テープライブラリ］を選択

し［次へ］をクリックします。

［デバイスの割り当て］ダイアログボックスが表示されます。

注：デバイス環境設定によって環境内で SCSI デバイスがスキャンされている間

は、遅延が発生する可能性があります。

テープエンジンが実行中の場合は、テープエンジンを停止するように求めるメッ

セージが表示されます。ライブラリデバイスの環境設定を行うには、テープエンジ

ンを停止する必要があります。

3. ドライブ文字を手動で割り当てるには、適切なドライブとライブラリを選択し、［割

り当て］ボタンをクリックします。
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注：ドライブをライブラリに割り当てることによって、Tape Engine はライブラリに存在

するドライブを検出します。ドライブを手動で割り当てる場合は、複数ドライブのラ

イブラリ内の各ドライブを、ライブラリによって検出された順序で割り当てる必要が

あります。通常はライブラリの製造元によって、ライブラリ内の最初のテープドライブ

に最小値のSCSI IDが割り当てられ、最後のテープドライブに最大値のSCSI IDが
割り当てられています。しかし、これには例外もあるので注意してください。ライブラ

リのドライブ設定方法については、ライブラリに付属するマニュアルやヘルプを参照

してください。

4. ［次へ］をクリックします。
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［ライブラリオプション］ダイアログボックスが表示されます。

5. 環境設定を行うライブラリを選択して［プロパティ］ボタンをクリックします。

［プロパティ］ダイアログボックスが開きます。

6. 必要に応じて、バーコード リーダおよびメディアのイジェクトに関する以下のオプショ

ンを指定します。

バーコード リーダ搭載済み -- ライブラリがバーコード リーダを備えている場

合、このオプションを選択すると、デバイスのバーコード リーダを使用して、ラ

イブラリ内のテープのインベントリを実行できます。

不明なバーコード メディアは初期化中にインベントリ処理を実行しな

いように設定 -- このオプションを有効にするには、［バーコード リーダ搭

載済み］オプションを選択します。

このオプションにより、Arcserve Backupデータベースに「インベントリ未実

行」として記録されていないバーコードを持つメディアを指定すること

で、Arcserve Backupを高速に初期化することができます。このオプショ

ンによって、テープエンジンの開始時に、Arcserve Backupが「インベン

トリ未実行」スロットをインベントリできなくなります。インベントリ未実

行として指定されているメディアは、必要になるまで、スロット内に残

すことができます。「インベントリ未実行」として指定されるメディアを使

用するには、［デバイスマネージャ］ウィンドウから［手動インベントリ］オ

プションを使用してメディアのインベントリを実行する必要があります。

バーコード リーダ非搭載 -- ライブラリにバーコード リーダが含まれていない場

合は、このオプションを指定します。
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デバイス環境設定を使用したライブラリの環境設定

ライブラリのクイック初期化 -- このオプションを有効にするには、［バー

コード リーダ非搭載］オプションを選択する必要があります。

これは、バーコードの読み取りができないライブラリのためのオプションで

す。このオプションを有効にすると、Arcserve Backupでは、Arcserve
Backupデータベース内のライブラリのスロットに関する情報を保持しま

す。その結果、テープエンジンが再起動されても、Arcserve Backupは

インベントリ処理を繰り返さないようになります。バーコード リーダを備

えたライブラリでは、Arcserve Backupはこのオプションを無視します。

注：ライブラリがバーコードをサポートしておらず、このオプションが無効

になっている場合、Arcserve Backupは、Arcserve Backupの起動時に

ライブラリ全体のインベントリを実行します。

このオプションを選択すると、テープエンジン起動時に、スロットのイン

ベントリプロセスをバイパスすることにより、Arcserve Backupが高速に

初期化できるようになります。このオプションを使用するとき、Arcserve
Backupは、スロット内のメディアが、最後のシャットダウン以降、追

加、削除、移動、または交換されていないと仮定します。メディアを

追加、削除、移動、または交換した場合、手動で、ライブラリ全体

のインベントリを実行するか、変更されたスロットのインベントリを実行

する必要があります。

注：Arcserve Backupはライブラリの設定後、ライブラリのインベントリを

実行する必要があります。クイック初期化オプションは、ライブラリの最

初のフルインベントリ完了後に、有効になります。

［バックアップジョブの完了時にメディアをイジェクト］- バックアップジョブの終

了後に、テープをテープドライブからホームスロットに戻すことができます。

注：バックアップマネージャのグローバルオプションで［メディアをイジェクトしな

い］を選択すると、［バックアップジョブの完了時にメディアをイジェクト］オプ

ションをジョブ単位で無効にできます。また、［バックアップジョブの完了時に

メディアをイジェクト］チェックボックスをオフにした状態で、特定のバックアップ

ジョブの完了後にメディアをイジェクトしたい場合は、バックアップマネージャ

のグローバルオプションで［メディアをイジェクトする］を選択します。グローバ

ルオプションの詳細については、「管理者ガイド」を参照してください。

7. ［OK］をクリックして［次へ］をクリックします。

［サマリ］ダイアログボックスが表示されます。

8. ［次へ］をクリックします。

［デバイス環境設定が完了しました］ダイアログボックスが表示されます。
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デバイス環境設定を使用したライブラリの環境設定

9. ［デバイス環境設定が完了しました］ダイアログボックスに表示されるメッセージに

従って設定を完了します。

10. テープエンジンを再起動します。

ライブラリの環境設定は、これで完了です。

詳細情報：

ライブラリの設定
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Tape Library Optionのライセンスを登録する方法

Tape Library Option のライセンスを登録する方法

Arcserve Backup Tape Library Optionのライセンスを登録するには、以下のインス

トール要件を満たす必要があります。

このオプションをインストールしライセンスを登録して、複数ドライブのライブラリ

へのバックアップ処理とリストア処理を有効にする必要があります。

オプションはプライマリサーバまたはスタンドアロンサーバにインストールする必

要があります。

プライマリサーバまたはスタンドアロンサーバに対してすべてのライセンスを登録

する必要があります。

実行環境をサポートするために必要な数のTape Library Optionライセンスが

あることを確認してください。

Tape Library Optionのライセンスはカウントベースで管理されます。複数ドライ

ブのライブラリに直接接続されている、または他のArcserve Backupサーバと複

数ドライブのライブラリを共有するすべてのArcserve Backupサーバに対して、ラ

イセンスを登録する必要があります。

例：Tape Library Option のライセンスを登録する方法

以下の例は、Tape Library Optionでのカウントベースのライセンス登録について説

明しています。

1つのプライマリサーバと SANに接続されていない 3つのメンバサーバで構成

された環境があると仮定します。各メンバサーバには、複数ドライブのライブラ

リが 1つずつ接続されています。このような構成の場合、プライマリサーバで 3
つのTape Library Optionライセンスを登録する必要があります。

ユーザの環境は、プライマリサーバ、2つのメンバサーバ、および 1つのData
Mover サーバから構成されています。プライマリサーバ、メンバサーバ、および

Data Mover サーバは、SANの1つの複数ドライブのライブラリを共有していま

す。このような構成の場合、プライマリサーバで 4つのTape Library Optionライ

センスを登録する必要があります。
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RAIDデバイスの環境設定

RAIDデバイスの環境設定

ライブラリを分割すると、RAID をより柔軟に構成することができます。ライブラリ分

割の詳細については、「Arcserve Backup仮想ライブラリの設定」を参照してくださ

い。

テープエンジンを起動すると、またはテープエンジンを停止した後で再起動する

と、Arcserve Backupによってライブラリが自動的に検出され、デフォルトのオプショ

ンセットを使用して設定されます。このセクションでは、以下の方法について説明

します。

新しい RAID デバイスの設定

既存のRAID デバイスの変更

RAIDデバイスを設定する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールの［ナビゲーションバー］にある［管理］メ

ニューから［デバイス環境設定］を選択します。

［デバイス環境設定へようこそ］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［デバイス環境設定へようこそ］ダイアログボックスから、［RAID デバイス］を選択し

［次へ］をクリックします。

［RAID デバイス設定］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［RAID デバイス設定］ダイアログボックスでは、以下のいずれかの処理を実行でき

ます。

新しい RAID デバイスを作成する

既存のRAID デバイスを削除する

各種プロパティ( RAID レベルなど) を変更する

デバイスを既存のRAID デバイスに割り当てる

デバイスを既存のRAID デバイスから削除する

詳細情報：

RAID デバイスの作成と割り当て

RAID デバイスのサマリの表示
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RAIDデバイスの環境設定

RAIDデバイスの作成と割り当て

Arcserve Backupでは、環境に実装できる RAID デバイスを作成し、割り当てること

ができます。

RAIDデバイスを作成して割り当てる方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールの［ナビゲーションバー］にある［管理］メ

ニューから［デバイス環境設定］を選択します。

［デバイス環境設定へようこそ］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［RAIDデバイス］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。

注：テープエンジンが実行中の場合は、停止するよう求めるメッセージが表示さ

れます。［はい］ボタンをクリックして続行します。

［RAID デバイスの設定］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［新規］をクリックします。

［RAID デバイスの作成］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［RAID デバイスの作成］ダイアログボックスで、［その他］をクリックします。

実装する RAID デバイスのタイプを定義します。

5. ［OK］ボタンをクリックして RAID デバイスを作成し、［RAID デバイス設定］ダイアログ

ボックスに戻ります。

［RAID デバイス］リストに新しい RAID デバイスが表示されます。

6. ［利用可能なドライブ］リストで、RAID デバイスに追加するデバイスを1つ以上選

択して割り当てます。

注：RAID レベルが 0のRAID デバイスには、2つ以上のドライブが必要です。RAID
レベルが 1のRAID デバイスには、2つのドライブが必要です。RAID レベルが 5の

RAID デバイスには、3つ以上のドライブが必要です。

7. ［次へ］をクリックします。

これで、RAID デバイスの作成と割り当てが正常に完了します。
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RAIDデバイスの環境設定

RAIDデバイスのサマリの表示

以下の手順は、RAID デバイスが正常に設定されていることを確認するのに役立

ちます。

RAIDデバイスのサマリを表示する方法

1. Arcserve Backupマネージャのウィンドウで［環境設定］メニューから［デバイス環境

設定］を選択します。

［デバイス環境設定へようこそ］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［次へ］をクリックします。

デバイスマネージャのオプションダイアログボックスが表示されます。

注：この操作を行うには、テープエンジンをシャットダウンする必要があります。テー

プエンジンが実行中の場合は、停止するよう求めるメッセージが表示されます。

［はい］ボタンをクリックして続行します。

3. ［RAIDデバイス］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。

［RAID デバイス設定］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［次へ］をクリックします。

［サマリ］ダイアログボックスが開き、すべてのRAID デバイスのサマリ情報が表示さ

れます。

5. ［サマリ］ダイアログボックスを閉じるには、［次へ］ボタンをクリックしてから、［終了］

ボタンをクリックします。

36 Tape Library Optionユーザガイド



Arcserve Backup仮想ライブラリの設定

Arcserve Backup 仮想ライブラリの設定

テープエンジンを起動すると、またはテープエンジンを停止した後で再起動する

と、Arcserve Backupによってライブラリが自動的に検出され、デフォルトのオプショ

ンセットを使用して設定されます。このセクションでは、以下の方法について説明

します。

Arcserve Backup仮想ライブラリを設定します。

既存のArcserve Backup仮想ライブラリに関するオプションの変更

システムを構成して、仮想ライブラリを使用する前に、以下の準備作業を実行し

ます。

Windowsの［コンピュータの管理］ダイアログボックスの左ペインで［デバイス

マネージャ］を選択し、すべてのライブラリデバイスが正しく認識されているこ

とを確認します。

以下の図は、デバイスマネージャの例です。

通常、ライブラリは［メディアチェンジャ］の下に表示され、ドライブは［テープ

ドライブ］の下に表示されます。Windowsにテープドライブ用のデバイスドラ

イバがインストールされていない場合、それらのテープドライブは［その他のデ

バイス］の下に表示されます。Arcserve Backupでは、デバイス固有の

Windows ドライバは不要です。

Arcserve Backup 仮想ライブラリを設定する方法
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Arcserve Backup仮想ライブラリの設定

1. Arcserve Backupマネージャコンソールの［ナビゲーションバー］にある［管理］

メニューから［デバイス環境設定］を選択します。

［デバイス環境設定へようこそ］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［仮想ライブラリ］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。

注：テープエンジンが実行中の場合は、停止するよう求めるメッセージが

表示されます。［はい］ボタンをクリックして続行します。

3. ［有効なライブラリ］リストから Arcserve Backup仮想ライブラリに分割するライ

ブラリを選択して［新規］ボタンをクリックします。

［新規仮想ライブラリプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

4. 1つ以上のドライブと、そのドライブに割り当てるスロットを選択して、［OK］を
クリックします。
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Arcserve Backup仮想ライブラリの設定

Arcserve Backup仮想ライブラリが正常に作成されました。

5. 手順 3および 4を繰り返して、ライブラリに必要な数のArcserve Backup仮

想ライブラリおよびドライブを設定します。

6. ［次へ］をクリックします。

これで、Arcserve Backup仮想ライブラリが正常に保存されました。

Notes:

設定を変更する必要がある場合は、Arcserve Backup仮想ライブラリを 1つ

選択して［削除］ボタンをクリックし、ライブラリを再設定します。Arcserve
Backup仮想ライブラリを 1つ削除すると、デバイス環境設定から、すべての

仮想ライブラリを削除して再設定するように求めるメッセージが表示されま

す。

物理ライブラリの設定を変更した場合は、Arcserve Backupが正しく動作す

るように Arcserve Backup仮想ライブラリを再度環境設定する必要がありま

す。Arcserve Backup仮想ライブラリに設定したライブラリの接続を解除する

必要がある場合は、接続を解除する前にそのArcserve Backup仮想ライブ

ラリを削除する必要があります。
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混合メディア( Arcserve Backup仮想ライブラリ)の設定

混合メディア( Arcserve Backup 仮想ライブラリ)の設定

Arcserve Backupを使用して Arcserve Backup仮想ライブラリを作成する場合、さ

まざまな Arcserve Backup仮想ライブラリに混合メディアライブラリを設定して、異

なるメディアタイプを扱うことができます。デバイス環境設定では、メディアタイプが

混在する複数のドライブを持つユーザライブラリを設定できます。たとえば、2台の

DLT ドライブと 2台のLTO ドライブがあるライブラリなどです。

テープエンジンを起動すると、またはテープエンジンを停止した後で再起動する

と、Arcserve Backupによってライブラリが自動的に検出され、デフォルトのオプショ

ンセットを使用して設定されます。このセクションでは、以下の方法について説明

します。

混合メディアを管理する Arcserve Backup仮想ライブラリの設定

既存の混合メディアライブラリに関するオプションの変更

システムを構成し、混合メディアライブラリを使用する前に、以下の準備作業を

実行します。

Windowsの［コンピュータの管理］ダイアログボックスの左ペインで［デバイスマ

ネージャ］を選択し、すべてのライブラリデバイスが正しく認識されていることを

確認します。以下の図は、デバイスマネージャの例です。

通常、ライブラリは［メディアチェンジャ］の下に表示され、ドライブは［テープド

ライブ］の下に表示されます。Windowsにテープドライブ用のデバイスドライバ

がインストールされていない場合、それらのテープドライブは［その他のデバイ

ス］の下に表示されます。Arcserve Backupでは、デバイス固有のWindowsドラ

イバは不要です。
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混合メディア( Arcserve Backup仮想ライブラリ)の設定

混合メディア( Arcserve Backup 仮想ライブラリ) を設定する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールの［ナビゲーションバー］にある［管理］メ

ニューから［デバイス環境設定］を選択します。

［デバイス環境設定へようこそ］ダイアログボックスが表示されます。

2. ライブラリを Arcserve Backup仮想ライブラリデバイスに分割するため、［仮想ライブ

ラリオプション］を選択して、［次へ］をクリックします。

注：テープエンジンが実行中の場合は、停止するよう求めるメッセージが表示さ

れます。［はい］ボタンをクリックして続行します。

3. 最初の［仮想ライブラリ環境設定］ダイアログボックスで、混合メディアライブラリを

選択します。［新規］ボタンをクリックして［新規仮想ライブラリプロパティ］ダイアロ

グボックスを開きます。

4. ［新規仮想ライブラリプロパティ］ダイアログボックスで、同じタイプのメディアを使用

するドライブを選択してから、同じメディアタイプを格納する対応スロット範囲を指

定します。［OK］ボタンをクリックして続行します。
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混合メディア( Arcserve Backup仮想ライブラリ)の設定

注：選択したスロット範囲は、ライブラリ内の最初のスロットから順番に指定されま

す。そのため、同じメディアタイプのドライブを最初のスロット範囲として選択するよ

う注意してください。

5. 同じタイプのメディアを使用する各ドライブセットに対して、手順 5 と 6を繰り返し

ます。

6. ［次へ］をクリックします。

これで、混合メディアを管理する Arcserve Backup仮想ライブラリの設定が正常に

完了しました。
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混合メディア( Arcserve Backup仮想ライブラリ)の設定

注：物理ライブラリの設定を変更した場合は、Arcserve Backupが正しく動作す

るように Arcserve Backup仮想ライブラリを再設定する必要があります。Arcserve
Backup仮想ライブラリに設定したライブラリの接続を解除する必要がある場合

は、接続を解除する前にそのArcserve Backup仮想ライブラリを削除する必要が

あります。
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VTLを Arcserve Backup VTLとして機能させるための設定

VTLを Arcserve Backup VTL として機能させるための設

定

仮想テープライブラリ( VTL) は、物理テープライブラリと同じように動作するように

設計されたディスクベースデバイスです。Arcserve Backupで VTL にデータをバック

アップするためには、Arcserve Backup VTL として機能するように VTL を設定する必

要があります。

重要：標準的な物理ライブラリを Arcserve Backup VTL として機能するように設定

しないでください。VTL として設定すると、ライブラリのバックアップおよびデータマイグ

レーションのパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があります。

前提条件タスク

デバイスが VTL として機能するように設定する前に、以下の必要なタスクが完了

していることを確認してください。

Tape Library Optionのライセンスを取得済みである。

デバイス環境設定で VTL が適切に設定されている。

Arcserve Backupによって VTL が検出される。

VTL が Arcserve Backup VTL として機能するように設定する方法

1. ホーム画面にあるナビゲーションバーの［管理］メニューから［デバイス］をクリックしま

す。

デバイスマネージャウィンドウが開きます。

2. サーバディレクトリツリーから、VTL を検索します。

VTL を右クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリプロパティ］を選択します。

［ライブラリプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

3. ［一般］タブを選択します。

VTL ( 仮想テープライブラリ) セクションで、［ライブラリは VTL である］チェックボックス

をオンにし、［OK］をクリックします。このオプションを選択すると、Arcserve Backupは

指定されたメディアの有効期限を無視します。

44 Tape Library Optionユーザガイド



VTLを Arcserve Backup VTLとして機能させるための設定

ライブラリは、バックアップマネージャの［デスティネーション］タブで VTL として識別さ

れます。

注：ライブラリを VTL として指定したくない場合は、上記の手順を繰り返し、［ライ

ブラリは VTL である］チェックボックスをオフにします。

第2章:オプションのインストールと設定 45



テープライブラリへのバックアップ用のブロックサイズの指定

テープライブラリへのバックアップ用のブロックサイズの

指定

Arcserve Backupでは、テープバックアップ用のブロックサイズを指定することができ

ます。この機能により、Arcserve Backupがデバイスに転送できるブロックごとのデー

タ量を増加させることができます。テープのより大きなブロックサイズを指定する前

に、以下の状況を考慮してください。

Arcserve Backupが転送できる最大のデフォルト テープブロックは 64 KB です。

バックアップ環境内テープドライブがより大きなテープブロックをサポートしてい

る場合は、テープのブロックサイズを 128 KB、256 KB または 512 KB に増加させ

ることができます。

注：デバイスがより大きなデータ転送をサポートするかどうかについては、デバイ

スおよびホスト バスアダプタ( HBA) のメーカのドキュメントを参照してください。

大きなブロックのバックアップには、大きな転送サイズをサポートする HBAが必

要です。Arcserve Backupによって、より大きなブロックサイズに必要なデータ

転送サイズが HBAでサポートされないことが検出された場合、Arcserve
Backupでは、より大きなブロックサイズを無効にし、テープエンジンログファイ

ルにエラーメッセージを記録します。

Arcserve Backupがブランクテープを上書きまたは使用するとき、Arcserve
Backupは新しく定義されたテープブロックサイズを使用してメディアをフォー

マットします。

Arcserve Backupがデータをメディアに追加するとき、Arcserve Backupは、もとも

とメディアに適用されていたブロックサイズを使用して、追加されたデータをメ

ディアに書き込みます。

SAN接続のライブラリについて、すべてのSAN メンバサーバ用のHBAがテープ

のブロックサイズに必要な転送サイズをサポートしていることを確認します。通

常、大きな転送サイズをサポートしていない SAN メンバサーバへのバックアップ

は失敗します。

テープライブラリ用のテープのブロックサイズを指定する方法

1. 設定するバックアップサーバ上のArcserve Backupテープエンジンサービスを停止

します。

注：バックアップサーバが SANプライマリサーバである場合は、SAN メンバサーバ

上のテープエンジンサービスを停止します。
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テープライブラリへのバックアップ用のブロックサイズの指定

2. Windowsレジストリエディタを開き、以下のキーを探します。

x86プラットフォーム：

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\Base\TapeEngine

x64プラットフォーム：

HKEY_LOCAL_
MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\Base\TapeEngine

設定するテープライブラリ用のDEVICE# キーを見つけます。

3. DEVICE# キーの下に、ForceBlockSize という名前のDWordレジストリキーを作成し

ます。

以下のいずれかのDWORD 値を指定します。

0x100 ( 256 KB)

0x200 ( 512 KB)

4. ［DWORD 値の編集］ダイアログボックスを閉じ、Windowsレジストリエディタを閉じ

ます。

5. SANプライマリサーバおよび SAN メンバサーバ上のArcserve Backupテープエンジ

ンサービスを再起動します。

テープブロックサイズがテープライブラリに含まれるすべてのドライブに適用されま

す。
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オプションのアンインストール

オプションのアンインストール

Tape Library Optionは、プライマリサーバおよびスタンドアロンサーバにインストール

が可能です。プライマリサーバまたはスタンドアロンサーバにインストールされたエー

ジェントやオプションをアンインストールするには、Arcserve Backupサーバ管理を使

用する必要があります。

注：Tape Library OptionはWindowsの［コントロールパネル］- ［プログラムの追加

と削除］のアプリケーションには表示されません。

オプションをアンインストールする方法

1. プライマリサーバまたはスタンドアロンサーバにログインします。

ホーム画面のナビゲーションバーにある［クイックスタート］メニューから、［サーバ管

理］をクリックします。

［サーバ管理］が開きます。

2. ドメインディレクトリツリーから、プライマリサーバまたはスタンドアロンサーバを右ク

リックして、コンテキスト メニューから［オプションのインストール/アンインストール］を選

択します。

［オプションのインストール/アンインストール］ダイアログボックスが開きます。

3. ［Tape Library Option］の隣にあるチェックボックスをオフにし、［OK］をクリックしま

す。

Arcserve Backupがオプションをアンインストールします。
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第3章 : オプションの使用法

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

デバイスマネージャの操作 50

リニアテープオープン( LTO) 60

デバイス管理機能 65

バックアップおよびリストア処理の動作 107

テープ RAID デバイスの管理 114

DLTSageエラー処理の動作 122

Arcserve Backupによるテープドライブエラーの修復方法 123

論理ブロック保護の実装 127

Arcserve Backup と Secure Key Manager の統合 129
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デバイスマネージャの操作

デバイスマネージャの操作

デバイスマネージャは、ライブラリスロットのモニタやメンテナンスなど、ストレージ メ

ディアのあらゆる操作に使用できます。デバイス管理マネージャにアクセスするに

は、Arcserve Backupホームページのナビゲーションバーで、［クイックスタート］リスト

の［デバイス管理］リンクをクリックします。

デバイスマネージャの表示モードでは、使用しているメディア( システムに接続され

ているライブラリ、ストレージ ドライブ、ファイルシステムデバイスなど) に関する情

報を表示できます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ライブラリ情報の表示

ライブラリドライブ情報の表示

メディアプール情報の表示
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デバイスマネージャの操作

ライブラリ情報の表示

ライブラリ情報を表示するには、デバイス管理マネージャの左ペインから目的のラ

イブラリを選択し、［サマリ］タブまたは［詳細］タブを選択します。
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デバイスマネージャの操作

ライブラリのサマリ情報

［サマリ］タブを選択すると、ライブラリに関する全般的な情報 ( メーカ、製品名、

ファームウェアのバージョン、シリアル番号、対応する SCSI 規格など) が表示されま

す。デフォルトでは［サマリ］タブが最初に表示されます。

以下は［サマリ］タブの例です。
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デバイスマネージャの操作

ライブラリの詳細情報

［詳細］タブを選択すると、ライブラリに関する以下のような詳細情報が表示され

ます。

搭載するドライブ数、スロット、およびマガジンの数

バーコード リーダ、インポート/エクスポート スロット、およびクリーニングテープの

有無

ライブラリに設定されたグループ

また、現在のライブラリステータスに関する情報を表示することができます。バー

コード ラベルの付いたメディアおよびシリアル番号の付いたメディアの詳細について

は、「Arcserve Backupによるメディアのバーコードまたはシリアル番号の設定方法」

を参照してください。

以下は［詳細］タブの例です。
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デバイスマネージャの操作

ライブラリドライブ情報の表示

ライブラリドライブに関する情報を表示するには、目的のライブラリドライブを選択

し、［サマリ］タブまたは［詳細］タブを選択します。
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デバイスマネージャの操作

ライブラリドライブのサマリ情報

［サマリ］タブを選択すると、ライブラリドライブに関する全般的な情報 ( メーカ、製

品名、ファームウェアのバージョン、シリアル番号、対応する SCSI 規格など) が表

示されます。デフォルトでは［サマリ］タブが最初に表示されます。

以下は［サマリ］タブの例です。
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デバイスマネージャの操作

ライブラリドライブの詳細情報

［詳細］タブを選択すると、ライブラリドライブに関する詳細情報 ( カートリッジの種

類、フォーマットの種類、圧縮のオン/オフ、ブロックサイズ、デバイスステータスな

ど) が表示されます。

以下は［詳細］タブの例です。

［メディア情報］タブには、ライブラリドライブ内のメディアが表示されます。
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デバイスマネージャの操作

メディアプール情報の表示

スロット内のメディアに関する情報を表示するには、目的のメディアが挿入されて

いるスロットを選択し、［サマリ］タブまたは［詳細］タブを選択します。
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デバイスマネージャの操作

メディアのサマリ情報

［サマリ］タブを選択すると、選択したスロット内のメディアに関する全般的な情報

( シーケンス番号、ID、書き込み禁止の有無など) が表示されます。また、メディ

ア特性も表示されます。

以下は［サマリ］タブの例です。
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デバイスマネージャの操作

メディアの詳細情報

［詳細］タブを選択すると、選択したスロット内のメディアに関する詳細情報 ( 有
効期限、最初のフォーマット日、前回のフォーマット日、フォーマット回数など) が
表示されます。また、メディアの使用状況やエラーカウントに関する情報も表示さ

れます。

以下は［詳細］タブの例です。

メディア情報の［詳細］タブには、読み取り/書き込み時に発生したソフト エラー

と、メディアエラーに関する情報も表示されます。

ソフト エラー( ソフト読み取りとソフト書き込み) とは、メディアの読み書き時に

ストレージ ドライブにより問題が検出されたが、再試行した結果その問題が

解決されたことを示します。また読み取りの場合は、エラー訂正コードを使用

してデータが修正されたことを示します。

メディアエラー( 読み取り/書き込み時のソフト エラー) の発生は、メディアに何

らかのデータ破損が発生し、読み書き操作が正常に終了しなかったことを示

します。

この情報により、テープの品質状態を判断します。通常、ストレージ ドライブでは

ある程度のソフト読み取りエラーまたはソフト書き込みエラーが発生します。ただ

し、読み書きされたデータ量と比較してエラーの発生数が非常に多い場合は、

何らかの異常を示している可能性があります。
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リニアテープオープン( LTO)

リニアテープオープン( LTO)

LTO ( Linear Tape-Open、リニアテープオープン) は、オープンフォーマットのテープス

トレージ技術です。オープンフォーマット機能により、互換性のあるストレージ メ

ディア製品の複数のソースにアクセスできます。Arcserve Backup r17では、LTO-7を

サポートしています。

LTO-7の拡張データレートによって、LTO-6 と比較してパフォーマンスが向上しま

す。パフォーマンスの向上によって、より少ないテープドライブで同量の作業を実

行できます。
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リニアテープオープン( LTO)

論理ブロック保護を有効化または無効化する方法

LBP ( Logical Block Protection、論理ブロック保護 ) は、CRC チェックを使用してデー

タの整合性を保つために、IBM や HPなどの製造元によって提供されている機能

です。受信したデータの各ブロックの後ろに 4バイトのCRC データが書き込まれま

す。

重要：LTO-7以上の世代のドライブを使用しているときだけ LBPを有効化または

無効化することができます。

LBPを使用すると、Arcserve Backupが読み取りおよび書き込みエラーを検出でき

ます。以下のような条件を考慮します。

メディアへのデータの書き込みのプロセス中に CRC サムが正しくないというエラー

が発生し、データが破損する可能性があります。

SAN ( Storage Area Network、記憶域ネットワーク) のネットワーク( LAN) を介し

て転送すると、バックアップデータブロックが変化します。

エラーが発生すると、ドライブは SCSI エラーをドライブにレポートし、バックアップ

が失敗します。

LBP ( Logical Block Protection、論理ブロック保護 ) は、以下をサポートしていませ

ん。

Tape RAID のバックアップ

NAS ( Network Attached Storage、ネットワーク接続ストレージ) のバックアップ

UNIX/Linux Data Mover のバックアップ

ファイルシステムデバイスバックアップ。たとえば、データデデュプリケーションメ

ディアへのバックアップや、ステージングバックアップのステージングデバイスとして

のファイルシステムデバイスの使用など。

LBPを有効化または無効化することができます。

LBP ( Logical Block Protection、論理ブロック保護 ) の有効化：

1. Arcserve Backupでデバイスマネージャを開きます。

2. LBPを有効化するドライブを右クリックします。

3. 利用可能なメニューオプションから、［論理ブロック保護の有効化］オプションを選

択します。

「LBPが有効化されました」というメッセージと共にポップアップが表示されます。
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リニアテープオープン( LTO)

注：LBPを有効化する前に、ドライブにブランクメディアを挿入します。

4. LBP ( Logical Block Protection、論理ブロック保護 ) を有効化した後、以下の警告

メッセージが汎用ログに表示されます：

LBP ( Logical Block Protection、論理ブロック保護 ) の無効化：

1. Arcserve Backupでデバイスマネージャを開きます。

2. LBPを無効化するドライブを右クリックします。

3. 利用可能な右クリックメニューオプションから、［論理ブロック保護の無効化］オプ

ションを選択します。

「LBPが無効化されました」というメッセージと共にポップアップが表示されます。

注：LBPを無効にする前に、ドライブからメディアをイジェクトします。
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リニアテープオープン( LTO)

書き込み禁止を有効化または無効化する方法

WRP ( Write Protection、書き込み禁止 ) は、データ保護用に IBM や HPなどの製

造元によって提供されている、データが LTO テープカートリッジに上書きされないよ

うにするための機能です。

以下の2つの方法のいずれかを使用してWRPを有効化または無効化すること

ができます。

1. 書き込み禁止スイッチの手動ポジショニング

注：LTO-7以前のバージョンのドライブに適用可能です。

LTO テープカートリッジの書き込み禁止スイッチの位置によって、テープに書き込む

ことができるかどうかが決定されます。

スイッチがロック( 赤 ) に設定されている場合、テープにデータを書き込むこと

はできません。

スイッチがアンロック( 黒 ) に設定されている場合、テープにデータを書き込む

ことができます。

2. Arcserve Backup GUIインターフェースの使用

注：LTO-7以上の世代のドライブを使用しているときのみ適用可能です。

手動で書き込み禁止スイッチを設定するのではなく、Arcserve Backupを使用して

カートリッジへの書き込みを禁止します。

WRP ( Write Protection、書き込み禁止 ) の有効化：

1. Arcserve Backupからデバイスマネージャを開きます。

2. カードリッジでWRPを有効化するドライブを右クリックします。

3. メニューオプションから、［書き込み禁止の有効化］オプションを選択します。

「書き込み禁止が有効化されました」というメッセージと共にポップアップが表示さ

れます。

注：WRPを有効化およびフォーマットするドライブに新しいブランクメディアを挿入

する必要があります。書き込み禁止は、新しいブランクテープか、ロング消去され

たテープで動作します。
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リニアテープオープン( LTO)

WRP ( Write Protection、書き込み禁止 ) の無効化：

1. Arcserve Backupからデバイスマネージャを開きます。

2. カードリッジでWRPを無効化するドライブを右クリックします。

3. メニューオプションから、［書き込み禁止の無効化］オプションを選択します。

「書き込み禁止が無効化されました」というメッセージと共にポップアップが表示さ

れます。

注：WRPの無効化を実行するには、ドライブからメディアをイジェクトする必要が

あります。
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デバイス管理機能

デバイス管理機能

デバイスマネージャを使用すると、テープライブラリおよびテープ RAID ライブラリ上で

デバイス管理タスクを実行できます。

以下の機能は、ライブラリに固有のもので、デバイスでサポートされている場合に

のみアクセスできます。

スロットのインベントリ/オフライン

注：Arcserve Backupはスロット単位で機能します。メディアをマガジンスロット

に挿入したとき、およびメディアをスロットから取り出したときは、対象となるス

ロットのインベントリ処理を実行するか、マガジンを再マウントする必要がありま

す。

メディアのフォーマット

メディアの消去

メディアのイジェクト

ドライブのオンライン/オフライン設定

テープのリテンション

マガジンのマウント/マウント解除

メディアのクリーニング

メディアのインポート/エクスポート

メディアに保存されているデータの圧縮

メディアのリビルド オプション( RAID デバイスのみ)

リムーバブルドライブのオフライン/オンライン設定

ライブラリグループの設定

重要：メディアをライブラリに手動で挿入する場合は、必ずスロットに挿入するよう

に注意してください。ライブラリドライブには決してメディアを挿入しないでください。
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デバイス管理機能

Arcserve Backup によるメディアのバーコードまたはシリ

アル番号の設定方法

メディアにバーコード ラベルを付けると、ライブラリで各メディアを迅速に識別できる

ようになります。バーコード認識はライブラリに固有の機能です。各メディアのカート

リッジには、製造元によってバーコード ラベルが付けられています。バーコード ラベ

ルは、文字と数字による、事前定義されたシリアル番号をバーコード化したもので

あり、バーコード リーダを備えているライブラリでのみ使用できます。

メディアプールを選択した際に、メディアにバーコード ラベルのシリアル番号が割り

当てられていた場合は、そのシリアル番号が保持され、メディアプール範囲は無

視されます。

注：メディア上にシリアル番号またはバーコードが存在しない場合、Arcserve
Backupはデバイスマネージャのメディアの説明に「該当なし」と表示します。
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有効期限の選択方法

有効期限を確認することによって、メディアの使用時間を判断することができま

す。通常、メディアの寿命はパスの回数によって決まります。「パス」とは、ストレー

ジ ドライブのヘッドがメディアの特定の位置を「パス( 通過 ) 」することを指します。

たとえば、検証なしのバックアップではパスが 1回であり、検証を行う場合はパス

が 2回です。

一般的なテープの製造元では、テープの有効寿命を 500～ 1500パスとしていま

す。このパス数を超えたからといって、ただちにテープが使用不可になるわけではあ

りませんが、エラーの発生率が高くなる可能性があります。

有効期限は、テープの使用方法や使用計画に基づいて決定する必要がありま

す。テープを頻繁に使用する場合 ( たとえば、週に 2、3回 ) は、フォーマットの日

付から 1年以下を有効期限に設定してください。逆にテープの使用頻度が低い

場合 ( 月に 1、2回程度など) 、有効期限はフォーマット日の2～ 3年後に設定

することをお勧めします。

メディアが有効期限に達すると、Arcserve Backupは、期限の切れたメディアに上

書きができない旨を通知します。この状況を改善するには、以下を行って期限の

切れたメディアにバックアップデータを追加するように指定できます。

1. バックアップマネージャを開き、ツールバーの［オプション］ボタンをクリックします。

［グローバルオプション］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［バックアップメディア］タブを選択します。

3. ［最初のバックアップメディア］セクションでは、［追加］、［OK］の順にクリックし、ジョ

ブを再サブミットします。
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新しいメディアの有効期限

以下のガイドラインを使用して、Arcserve Backupはメディアをフォーマットします。

新しいブランクメディアをフォーマットすると、デフォルトの有効期限は、現在の

日付から 3年後に設定されます。

テープを再フォーマットする場合は、最初にテープをフォーマットしたときに指定

した有効期限が表示されます。
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バックアップマネージャおよびデバイスマネージャでの期

限切れメディアの表示

Arcserve Backupでは期限切れメディアを検出できます。

期限切れメディアは、バックアップマネージャの［デスティネーション］タブに以下のよ

うに表示されます。

期限切れメディアは、デバイスマネージャに以下のように表示されます。
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Arcserve Backup による有効期限が切れたメディアの

ログ方法

Arcserve Backupでは、有効期限が切れたメディア、または一定の日数後に有効

期限が切れるメディアに関連するアクティビティログのメッセージのログを記録しま

す。

バックアップジョブがバックアップデータに有効期限が切れたメディアを追加す

ると、警告メッセージが以下に示すように表示されます。

このジョブは有効期限が切れたメディアに追加されます。( メディア=media_name
［S/N：serial_number］, ID=media_id,シーケンス=sequence_number)

バックアップジョブがメディアを上書きまたはバックアップデータに追加するように

選択した場合は、メディアの有効期限のAlert期間を確認して以下のメッ

セージを表示します。

このジョブは <日数>後に有効期限が切れるメディアを使用しています( メディア

=media_name[S/N:serial_number], ID=media_id,シーケンス=sequence_
number)。

ここで、<日数> は特定の日数 ( 3、5など) を示し、Media_name はメディアの

名前 ( テープ 1など) を示し、Media_idはメディア ID ( 3d3c など) を示し、

Sequence_number はシーケンス番号を示します。

注：この操作は最初のテープおよびスパンテープの両方に適用されます。

メディアの有効期限のアラート期間はデフォルトで 30日です。これを変更する

には、DWORD AlertPeriodForTapeExpirationを以下のレジストリキーに追加し

てアラート期間 ( 日数 ) を設定します。

\\HKEY_LOCAL_MACHINE\ComputerAssociates\Arcserve
Backup\Base\Task\Backup\AlertPeriodForTapeExpiration

注：この方法は、テープメディアにのみ適用され、有効期限が切れたメディア

を上書きすることはできません。
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スロットのインベントリ

［スロットのインベントリ］オプションでは、ライブラリスロットがチェックされ、メディア

ヘッダが読み取られます。そしてそのメディアヘッダを、そのメディアが見つかったス

ロットに関連付けます。このスロットを、メディアのホームスロットと呼びます。これに

よって、テープエンジンがライブラリ内のメディアに加えられた変更 ( メディアをマガジ

ンに追加したり、メディアをマガジンから取り出したり、メディアを別のスロットに移動

するなど) を把握できるようになります。

スロットのインベントリオプションを使用してメディアのインベントリ処理を行う場合

は以下の点に注意してください。

ライブラリ内のストレージ ドライブにロードする各メディアに、一意のシリアル

バーコードが付けられている必要があります。

メディアの追加や取り出しは、テープエンジンが実行された状態で行う必要

があります。これにより、スロットのインベントリをただちに実行できます。

Arcserve の以前のリリースで作成されたメディアの場合、このリリースは、以前

のArcserve リリースのメディアプールでインベントリされ、使用されていたメディア

と同じ名前で、新しいメディアプールを自動的に作成します。

スロットのインベントリを行う方法

1. スロットを右クリックし、コンテキスト メニューから、［スロットのインベントリ/オフライン

化］を選択します。

［スロットのインベントリ/オフライン化］ダイアログボックスが表示されます。
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2. インベントリを実行するスロットを選択します。Shiftキーを押しながらクリックすると、

隣接した複数のメディアを選択できます。Ctrlキーを押しながらクリックすると、隣

接していない複数のメディアを選択できます。選択したメディアの横にあるアイコン

は緑色になります。

注：アイコンをクリックしてドラッグすることで、隣接した複数のメディアを選択するこ

ともできます。

3. インベントリの方法を選択します。

［クイックインベントリ］-- ライブラリがバーコードをサポートし、バーコード オプ

ションが有効な場合、テープエンジンはバーコード番号とメディアのシリアル

番号を照合します。この方法は、バーコード リーダオプションを選択している

場合にのみ使用できます。

［通常インベントリ］-- テープエンジンはメディアからすべてのメディア情報を読

み取ります。

注：この方法は手動インベントリとも呼ばれます。

［オフライン］-- 選択したスロットのマウントを解除します。

4. ［OK］をクリックします。

Arcserve Backupはスロットのインベントリを行います。
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メディアをフォーマット

Arcserve Backupではバックアップジョブでブランクメディアを自動的にフォーマットし

ますが、このオプションを使用してメディアを手動でフォーマットすることができます。

メディアをフォーマットすると、メディアの先頭に新しいラベルが書き込まれ、メディア

に保存されている既存のデータを簡単に消去できます。

注：このオプションは慎重に使用してください。メディアをフォーマットした後は、

Arcserve Backupで、そのメディアのデータや関連するジョブセッションをリストアする

ことはできなくなります。

大半のハード ドライブおよび一部のミニカートリッジ デバイスドライブで必要とされ

るローレベルのフォーマットは、Arcserve Backupがサポートしているドライブでは必

要ありません。

メディアをフォーマットする方法

1. ［デバイスマネージャ］ウィンドウの［フォーマット］ツールバーボタンをクリックします。

［フォーマット］ダイアログボックスが開きます。このダイアログボックスには、ライブラリ

スロット内のメディアに関する詳細情報が表示されます。たとえば、未フォーマット

のメディアは<ブランクメディア>として表示されます。また、クリーニングメディア用に

予約されているスロットは表示されません。

重要：ステージンググループの一部であるファイルシステムデバイス( FSD) は、ツー

ルバーの［フォーマット］ボタンを使用してフォーマットすることができません。データを

最終的なデスティネーションメディアにマイグレートする前に誤って FSD をフォーマッ

トしてしまわないように、Arcserve Backupは［デバイスマネージャ］ウィンドウの

［フォーマット］ツールバーボタンを無効化しています。FSD をフォーマットする場合

は、コマンド ラインを使用するか( ca_devmgr) 選択された FSD のステージングオプ

ションを無効にします。

2. フォーマットするメディアを格納しているスロットを選択します。フォーマットするメディ

アの新しいメディア名と有効期限を指定します。

注：新しいメディア名をスロットに割り当てると、選択したスロットの横にあるアイコ

ンが緑色になります。書き込み禁止のメディアがあるスロットは赤で表示されま

す。これらのメディアはフォーマットできません。新しいメディア名を指定してから、メ

ディアをフォーマットする必要があります。

必要に応じて、この手順を繰り返して追加のメディアを指定します。

3. メディアプールにあるメディアを使用する場合は、アイコンが緑色のスロットを選択

して、［ローテーションを使用］オプションをオンにします。次に、［メディアプール］ド

ロップダウンリストから、新しくフォーマットされたメディアを使用するメディアプールを

選択します。［シリアル番号］フィールドで、デフォルトのシリアル番号を受け入れる
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か、ユーザ定義のシリアル番号を指定することができます。( メディアプール名が定

義されておらず、メディアにバーコードのシリアル番号が割り当てられている場合、

Arcserve Backupはそのシリアル番号をフォーマット処理中に上書きしません) 。

注：メディアプール内のフォーマットされたすべてのメディアを使用し、すべてのメディ

アを同じメディアプールに割り当てる場合は、［すべてに適用］ボタンをクリックしま

す。

4. フォーマットするメディアの名前と有効期限を指定します。新しいメディア名を指

定してから、メディアをフォーマットする必要があります。詳細については、「有効期

限の選択方法」を参照してください。

5. ［OK］をクリックします。

［フォーマット］ダイアログボックスが閉じ、以下のメッセージが表示されます。

「フォーマットすると、メディアからすべてのデータが消去されます。メディアをフォーマットします

か?」

6. 以下のいずれかを行います。

フォーマット処理を開始するには、［OK］をクリックします。

Arcserve Backupによりメディアがフォーマットされます。

フォーマット処理をキャンセルするには、［キャンセル］をクリックします。

Arcserve Backupはメディアをフォーマットしません。
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メディアの消去

このオプションを使用して、単一または複数のメディアからすべてのデータを消去で

きます。Arcserve Backupさらに、は、このメディアの内容を参照するデータもすべて

データベースから消去します。このメディアを再フォーマットする場合は、物理的な

履歴 ( 読み取りパスと書き込みパス) が保持されます。

メディアを消去する前に、正しいメディアが選択されていることを確認する必要が

あります。いったん消去したデータは復元できません。メディアを消去する場合に

選択できるオプションは、以下のとおりです。

クイック消去 -- クイック消去を使えば、メディアを簡単に消去できます。メディ

アのヘッダ情報のみを消去するので、場合によっては数時間を要するロング

消去と比較して、非常に短時間で終了します。●クイック消去では、厳密に

言えばメディア上にデータが残されていますが、Arcserve Backupメディアのヘッ

ダ情報が消去されるので、データを読み取ることができなくなります。メディアを

再利用する必要があるものの、ロング消去を実行する時間がないという場合

には、クイック消去が役立ちます。●

クイック消去プラス -- このオプションでは、クイック消去と同じ処理が行われ、

バーコードとシリアル番号も消去されます。

注：消去対象のメディアにシリアル番号またはバーコードが設定されていない

場合は、このオプションはクイック消去オプションと同様に動作します。

クイック消去プラスで消去したメディアは、Arcserve Backupでトラッキングできな

くなり、有効期限などの情報も保持されません。

ロング消去 -- ロング消去は、すべてのデータをメディアから完全に削除しま

す。クイック消去より時間がかかりますが、メディアはブランクになります。セキュ

リティ上の理由から、メディアのデータを完全に消去する必要がある場合は、

ロング消去を使用します。

注：ロング消去では、クイック消去よりも長い時間がかかります。この差は、容

量の大きなライブラリを消去すると、顕著になります。容量の大きなライブラリ

でこのオプションを使用する場合には、注意を払う必要があります。

クイック消去してWORM メディアに変換 -- このオプションは、すべてのデータを

メディアから迅速に消去します。さらに、Arcserve Backupにより、メディアが

WORM ( Write Once - Read Many) メディアに変換されます。

このオプションを使用するには、Arcserve Backupにより、ライブラリまたはスタン

ドアロンドライブ内にDLTWORM 対応メディアが検出される必要があります。

メディアを消去する方法
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1. ［消去］ツールバーボタンをクリックします。

［消去］ダイアログボックスが表示されます。

注：クリーニングメディア用に予約されているスロットは、［消去］ダイアログボック

スに表示されません。

2. 消去するメディアを選択します。メディアを選択すると、メディアの横にあるアイコン

は緑色になります。

Shiftキーを押して、連続した複数のメディアを選択することができます。Ctrlキーを

押しながらクリックすると、隣接していない複数のメディアを選択できます。アイコン

をクリックしてドラッグすることで、隣接した複数のメディアを選択することもできま

す。

3. 消去方式を選択し、［OK］ボタンをクリックし、確認メッセージの［OK］ボタンをクリッ

クして処理を実行します。

Arcserve Backupはメディアを消去します。
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メディアのイジェクト (M)

このオプションを使用すると、メディアをライブラリ内のストレージ ドライブからイジェク

トし、ホームスロットに戻すことができます( メディアのホームスロットとは、インベント

リで関連付けられたスロットのことです) 。

ライブラリのすべてのドライブまたは単一のドライブからメディアをイジェクトする方法

1. ［デバイスマネージャ］ウィンドウを開きます。

2. ［デバイスマネージャ］のデバイスディレクトリツリーから、以下のいずれかの操作を

実行します。

ライブラリのすべてのドライブからメディアをイジェクトするには、ライブラリを選

択します。

単一のドライブからメディアをイジェクトするには、ドライブを選択します。

3. メディアをイジェクトするには、以下のいずれかの操作を実行します。

マウスの右ボタンでライブラリまたはドライブをクリックし、ポップアップメニューか

ら［イジェクト］を選択します。

［イジェクト］ツールバーボタンをクリックします。

4. 確認のために［OK］ボタンをクリックします。

Arcserve Backupはメディアをイジェクトします。
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ドライブのオンライン/オフライン設定

デバイス管理マネージャでライブラリドライブを右クリックして、そのドライブの現在の

状態に応じて［オフライン］または［オンライン］を選択することで、そのドライブをオフ

ラインまたはオンライン状態にすることができます。

この機能を活用して、ライブラリ内の障害発生ドライブをオフラインに設定すれ

ば、障害発生ドライブが修復されてオンライン状態になるまで、Arcserve Backup
で使用されないようにすることができます。

注：オンラインまたはオフラインとして設定するドライブ内にメディアが入っている場

合は、ドライブをオフラインに設定する前にメディアを取り出してください。Arcserve
Backupは、オフラインのドライブにあるメディアにはアクセスできません。

ドライブをオンラインまたはオフラインにする方法

1. デバイスマネージャを開き、オンラインまたはオフラインの状態にするドライブを含む

ライブラリに接続しているサーバを参照します。

2. ライブラリを展開し、ドライブを右クリックして、コンテキスト メニューから［オンライン］

または［オフライン］を選択します。

ドライブの状態がオフラインまたはオンラインに変わります。

注：オフライン状態のドライブは無効モードで表示されます。
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テープのリテンション

［リテンション］オプションは、テープの正しいテンション( 張力 ) を維持し、エラー、詰

まり、または切断を避けるのに役立ちます。メディアへの書き込みまたはメディアか

らの読み取りに問題がある場合は、この機能を使用することをお勧めします。

注：リテンション機能を使用できるのは、QIC( クォータインチカートリッジ) テープだ

けです。

テープのリテンション方法

1. ストレージ デバイスにテープをセットします。

2. テープを選択します。

3. デバイスマネージャの左側のペインで、選択したテープが入っているストレージ デバ

イスの下にあるツリーを展開します。

次に、テープを選択します。

4. ツールバーで［リテンション］をクリックします。

5. ［OK］をクリックします。

Arcserve Backupはテープのリテンションを行います。
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マガジンのマウントとマウント解除

このオプションを使用して、マガジンをライブラリにマウント ( ロード ) したり、ライブラリ

からマウント解除 ( 取り出し) したりします。マガジンをマウントすると、そのマガジン

内のスロットのインベントリが開始されます。マガジンをマウント解除すると、すべて

のメディアがホームスロットに戻り、マガジンを取り出すことができるようになります。

この処理に要する時間は、マウントまたはマウント解除するマガジン内のメディア

数により異なります。また、マウントまたはマウント解除に要する時間は、ベンダー

によっても異なります。

このオプションでは、ライブラリスロットがチェックされ、メディアヘッダが読み取られま

す。読み取られたメディアヘッダは、検出されたスロット ( ホームスロット ) に関連付

けられます。これによりテープエンジンは、ライブラリ内のメディアに関するすべての

変更の記録 ( マガジンへの追加、マガジンからの削除、別のスロットへの移動 ) を
保持することができます。

バーコードを使用している場合は、ライブラリのストレージ ドライブにロードするそれ

ぞれのメディアに、一意のシリアルバーコード番号を付ける必要があります。同一

のシリアル番号を持つメディアを 2つ購入した場合は、一方のメディアを別のバック

アップセッションで使用する必要があります。

メディアの追加や取り出しは、テープエンジンサーバが実行された状態で行う必

要があります。これにより、スロットのインベントリをただちに実行できます。

マガジンをマウントおよびマウント解除する方法

1. ［マウント］ツールバーボタンをクリックします。

［マガジンのマウント/マウント解除］ダイアログボックスが開きます。

2. ［マガジン］ドロップダウンリストから、マウントまたはマウント解除するマガジンを選

択します。

実行する操作に応じて、以下のいずれかをクリックしてください。

マウント

マウント解除

Arcserve Backupはマガジンのマウントまたはマウント解除を行います。
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メディアのクリーニング

このオプションは、ライブラリ内のメディアドライブのテープヘッドをクリーニングすると

きに使用します。

注：このオプションを使用するには、ライブラリ内に少なくとも 1本のクリーニング

テープが設定されている必要があります。

メディア( テープヘッド ) のクリーニング方法

1. ［クリーニング］ツールバーボタンをクリックします。

［テープヘッド クリーニング］ダイアログボックスが表示されます。

注：オフラインのドライブは［デバイス名］および［詳細］リストに表示されません。

2. ［クリーニングテープスロットを選択してください］ドロップダウンリストから、使用する

クリーニングスロットを選択します。

3. ［テープデバイス内のテープヘッドをクリーニングします］リストから、ヘッドをクリーニン

グするドライブを選択します。

4. ［OK］をクリックします。

Arcserve Backupはテープヘッドをクリーニングします。

詳細情報：

ライブラリの設定

デバイス環境設定を使用したライブラリの環境設定
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クリーニングスロットの設定方法

このセクションでは、複数のクリーニングスロットの設定方法について説明します。

ライブラリがサポートしている場合には、Arcserve Backupを使用して、複数のク

リーニングスロットを指定することができます。スロットは、以下に基づいて指定で

きます。

スロット番号 -- このオプションでは、特定のスロットをクリーニングスロットとして

指定することができます。1つまたは複数のクリーニングスロットを指定できま

す。連続した番号のものである必要はありません。

バーコードのプレフィックス -- このオプションでは、バーコードのプレフィックスに基

づいてスロットを指定することができます。

例 1：クリーニングテープのバーコード番号が CLN123の場合には、バーコード

プレフィックスとして「CLN*」と指定します。

例 2：複数のクリーニングテープを使用しており、それらのバーコードが ABC で

始まっている場合には、バーコード プレフィックスとして、「ABC*」と指定します。

詳細情報：

スロット番号に基づくクリーニングスロットの追加

スロット番号に基づくクリーニングスロットの削除

バーコード プレフィックスに基づくクリーニングスロットの設定
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スロット番号に基づくクリーニングスロットの追加

Arcserve Backupでは、スロット番号に基づいて、クリーニングスロットを追加できま

す。

スロット番号に基づいてクリーニングスロットを追加する方法

1. デバイスマネージャを開いて、設定するライブラリを参照します。

2. ライブラリを右クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリプロパティ］を選択しま

す。

［ライブラリプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

3. ［クリーニング］タブを選択します。

クリーニングオプションが表示されます。

4. ［スロット別クリーニング］オプションを選択します。

5. ［利用可能なスロット］リストから、クリーニングスロットとして指定するスロットを選

択し、［追加］ボタンをクリックします。

利用可能なスロットが［クリーニング対象スロット］リストに追加されます。

6. 他のクリーニングスロットを追加するには、前の手順を繰り返します。

7. ［OK］をクリックします。

これで、スロット番号に基づいてクリーニングスロットが追加されます。

詳細情報：

クリーニングスロットの設定方法
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スロット番号に基づくクリーニングスロットの削除

Arcserve Backupでは、スロット番号に基づいて、クリーニングスロットを削除できま

す。

スロット番号に基づいてクリーニングスロットを削除する方法

1. デバイスマネージャを開いて、設定するライブラリを参照します。

2. ライブラリを右クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリプロパティ］を選択しま

す。

［ライブラリプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

3. ［クリーニング］タブを選択します。

クリーニングオプションが表示されます。

4. ［スロット別クリーニング］オプションを選択します。

5. ［利用可能なスロット］リストから、削除するスロットを選択します。

6. ［削除］ボタンをクリックして、スロットをクリーニングスロットから除外します。

選択したスロットが［クリーニング対象スロット］リストから削除されます。

7. 他のクリーニングスロットを設定するには、前の手順を繰り返します。

8. ［OK］をクリックします。

クリーニングスロットはそれぞれのスロット番号に基づいて削除されます。

詳細情報：

クリーニングスロットの設定方法
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バーコード プレフィックスに基づくクリーニングスロットの

設定

［クリーニング( バーコード ) ］機能では、特定のバーコード、またはプレフィックスとワ

イルドカード文字を使用したバーコードの範囲に基づいてライブラリのクリーニング

スロットを指定できます。

バーコード プレフィックスに基づいてクリーニングスロットを設定する方法

1. デバイスマネージャを開いて、設定するライブラリを参照します。

2. ライブラリを右クリックし、コンテキスト メニューから［ライブラリプロパティ］を選択しま

す。

［ライブラリプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

3. ［クリーニング］タブを選択します。

クリーニングオプションが表示されます。

4. ［クリーニング( バーコード ) ］オプションを選択します。

［クリーニング対象バーコードのプレフィックス］フィールドに、バーコード プレフィックス

を指定します。

注：アスタリスクはワイルドカード文字です。

5. ［OK］をクリックします。

クリーニングスロットはそれぞれのバーコード プレフィックスに基づいて設定されま

す。

例：クリーニング対象バーコードのプレフィックス

クリーニングテープ上のバーコードは CLN123です。［クリーニング対象バーコードの

プレフィックス］フィールドに CLN123 と入力します。

ライブラリには複数のクリーニング対象テープがあります。クリーニングテープのバー

コードのプレフィックスは ABC です。［クリーニング対象バーコードのプレフィックス］

フィールドに ABC* と入力します。
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ライブラリには複数のクリーニング対象テープがあります。クリーニングテープのバー

コードのプレフィックスは ABC、CLN1、およびMXです。［クリーニング対象バーコード

のプレフィックス］フィールドに ABC*; CLN1*; MX* と入力します。

86 Tape Library Optionユーザガイド



デバイス管理機能

メディアのインポート /エクスポート

Arcserve Backupでは、メディアまたは Arcserve Backupデータベースからメディアをイ

ンポートし、メディア情報を取得できます。また、ライブラリスロットで複数のメディア

のインポートまたはエクスポートを行うこともできます。

ライブラリにメールスロットがある場合、Arcserve Backupを使用してテープをライブ

ラリに挿入したり、ライブラリから取り出すことができます。可能な操作は以下のと

おりです。

1つまたは複数のメディアをメールスロットからライブラリスロットにインポートする

1つまたは複数のメディアをライブラリスロットからメールスロットにエクスポートす

る

メディアのインポート時には、以下のいずれかの方法を選択できます。

［簡易モード］-- Arcserve Backupでメディアがインポートされ、メディアのバー

コード情報を使用して、Arcserve Backupデータベースから対応する情報を取

得します。

注：この方法は、バーコード リーダオプションを選択している場合にのみ使用

できます。

［通常モード］-- メディアからすべてのメディア情報を読み込みます。

メディアをライブラリにインポートする方法

1. デバイスマネージャを開いて、設定するライブラリを参照します。

デバイス管理ツリーでライブラリを選択します。

2. ツールバーの［スロットのインポート/エクスポート］リンクをクリックします。
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［インポート/エクスポート］ダイアログボックスが開きます。

3. ［インポート］を選択すると、ライブラリ内の使用可能な空のスロットがすべて表示

されます。

注：ライブラリがバーコード リーダを備えている場合、［シリアル番号］フィールドに

テープのバーコード番号が表示されます。［シリアル番号］フィールドは、特定の

メールスロット内にあるテープを識別する際に使用できます。

ライブラリに割り当てるメディアが挿入されているメールスロットを選択します。

メディアを割り当てる空のスロットを選択し、［割り当て］ボタンをクリックします。

Arcserve Backupはメディアをライブラリにインポートします。

注：クリーニング用のスロットとして割り当てているスロットにクリーニングテープをイ

ンポートするか、バーコードをクリーニングテーププレフィックスとして設定することを

お勧めします。これは、デバイスマネージャの［ライブラリプロパティ］ウィンドウから

実行できます。別のスロットにインポートすると、メディアを認識できないというエラー

が発生する可能性があります。

4. インポートするメディアごとに、前の手順を繰り返します。

5. インポート方式を選択して、［OK］をクリックします。

メディアがライブラリへインポートされます。

ライブラリからメディアへエクスポートする方法

1. デバイスマネージャを開いて、設定するライブラリを参照します。

2. デバイス管理ツリーでライブラリを選択します。

3. ツールバーの［スロットのインポート/エクスポート］リンクをクリックします。
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［インポート/エクスポート］ダイアログボックスが開きます。

4. ［エクスポート］オプションを選択して、ライブラリで使用されているスロットをすべて

表示します。

エクスポートするメディアを選択します。

5. エクスポートするメールスロットを選択して、［割り当て］をクリックします。

Arcserve Backupはライブラリからメディアをエクスポートします。

6. エクスポートするメディアごとに、前の手順を繰り返します。

7. ［OK］をクリックします。

ライブラリからメディアがエクスポートされます。
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メディアの圧縮

Arcserve Backupでは、メディアに保存されたバックアップデータを圧縮できます。

［圧縮］オプションは、ストレージ デバイスでテープの圧縮がサポートされている場

合にのみ使用できます。サポートされていない場合、ツールバーの［圧縮］ボタンは

無効です。

注：圧縮がサポートされていない別のドライブのメディアを使用する場合のみ、

［圧縮］オプションをオフにしてください。この場合、圧縮がサポートされていないドラ

イブでは、メディア上の圧縮データを読み込むことができません。

圧縮のオン/オフを切り替える方法

1. デバイスマネージャを開いて、設定するライブラリを参照します。

2. デバイス管理ツリーでデバイスドライブを選択します。

デバイスドライブで圧縮がサポートされていれば、Arcserve Backupの［圧縮］ツー

ルバーボタンが有効になります。デバイスで圧縮がサポートされているかどうかを確

認するには、デバイスを選択した状態で［詳細］タブを選択します。

3. ツールバーの［圧縮］をクリックします。

4. ［OK］ボタンをクリックし､［圧縮モード］が［オン］になっている場合は［オフ］に、［オ

フ］になっている場合は［オン］に切り替えます｡
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メディアのリビルド

Arcserve Backupでは、RAID 5環境で、バックアップデータを含んだ、見つからない

か使用できないテープを 1本リビルドすることができます。RAID 5のアーキテクチャ

( パリティ付きストライピング) のため、見つからないテープや欠陥のあるテープが複

数の場合には、リビルドすることはできません。

RAIDテープドライブのリビルド方法

1. Arcserve Backupデバイスマネージャの［イジェクト］オプションを使用し、テープが一

部挿入されていない RAID セットのテープをイジェクトします( RAID を選択しながら

［イジェクト］を選択すると、RAID に挿入されているすべてのテープがイジェクトされ

ます) 。

2. テープが挿入されていないドライブにテープを挿入します。

3. デバイスマネージャで［消去］を選択します。

Arcserve Backupによってテープが消去されます。

4. 不完全な RAID セットを他のテープドライブに挿入し、［リビルド］ツールバーボタン

をクリックします。

Arcserve Backupはメディアをリビルドします。

RAIDテープライブラリのリビルド方法

1. ライブラリにブランクテープがない場合は、テープを用意するか、ライブラリの不要な

テープを消去します。

2. リビルドする RAID セットを選択して、［リビルド］ツールバーボタンをクリックします。

Arcserve Backupはメディアをリビルドします。
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リムーバブルドライブのオフライン/オンライン設定

Arcserve Backupは自動的にUSB ( Universal Serial Bus) または SATA ( Serial
Advanced Technology Attachment) 経由で Arcserve Backupプライマリサーバまた

はメンバサーバに接続しているリムーバブルドライブを検出します。リムーバブルド

ライブにデータをバックアップする前に、1回限りの設定を実行してからリムーバブル

ドライブをオンラインにする必要があります。

1回限りの設定を実行した後で、リムーバブルドライブをデバイスマネージャからオ

ンラインまたはオフラインに指定することができます。それには、ドライブを右クリック

し、コンテキスト メニューからオンラインまたはオフラインを選択 ( ドライブの現在の状

態に応じて) します。

注：オンラインまたはオフラインとして設定するドライブ内にメディアが入っている場

合は、ドライブをオフラインに設定する前にメディアをイジェクトしてください。

Arcserve Backupはオフライン状態にあるドライブ内のメディアにアクセスできませ

ん。

Arcserve Backupは、USB または SATA経由で Arcserve Backupプライマリサーバま

たはメンバサーバに接続しているリムーバブルドライブを自動的に検出して設定

します。リムーバブルドライブにデータをバックアップする前に、リムーバブルドライブ

を設定してからリムーバブルドライブをオンラインにする必要があります。

リムーバブルドライブをオンラインに指定する方法

1. リムーバブルドライブが Arcserve Backup ドメインプライマリまたはメンバサーバに接

続していることを確認します。

2. ［デバイスマネージャ］ウィンドウを開いて、［サーバ］オブジェクトを開きます。

リムーバブルドライブが接続しているサーバを参照して選択します。

Arcserve Backupは、選択したサーバに接続しているデバイスのリストを表示しま

す。

3. サーバに接続しているデバイスのリストから、オンラインに設定するリムーバブルドラ

イブを右クリックします。

4. コンテキスト メニューから、［オンライン］を選択します。

Arcserve Backupによって、デバイスを設定するかどうかを確認するメッセージが表

示されます。

注：このメッセージは、最初にリムーバブルドライブをオンラインに設定するときにの

み表示されます。

5. ［OK］をクリックします。
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Arcserve Backupによって、デバイスをオンラインに設定するかどうかを確認するメッ

セージが表示されます。

6. ［OK］をクリックします。

リムーバブルドライブは設定されてオンラインの状態になります。

メンテナンスを実行したり、修理、または Arcserve Backup環境からドライブを切断

する場合には、オフラインのリムーバブルドライブを使用してください。例：

一定の期間リムーバブルドライブを使用しない場合、およびドライブのメディア

を上書きしない場合。

Arcserve Backupサーバからリムーバブルドライブを切断して同一のリムーバブ

ルドライブに置き換える場合、または Arcserve Backup環境から完全に削除

する場合。

重要：リムーバブルドライブがオフラインの場合、リムーバブルドライブに関連付け

られているジョブは失敗する可能性があります。

リムーバブルドライブをオフラインに指定する方法

1. ［デバイスマネージャ］ウィンドウを開いてサーバオブジェクトを展開します。

リムーバブルドライブが接続しているサーバを参照して選択します。

Arcserve Backupは、選択したサーバに接続しているデバイスのリストを表示しま

す。

2. サーバに接続しているデバイスのリストから、オフラインに設定するリムーバブルドラ

イブを右クリックします。

3. コンテキスト メニューから、［オフライン］を選択します。

Arcserve Backupによって、リムーバブルドライブをオフラインに設定するかどうかを

確認するメッセージが表示されます。

4. ［OK］をクリックします。

リムーバブルドライブは［デバイスマネージャ］ウィンドウでオフラインの状態になりま

す。

注：リムーバブルドライブをオフラインとしてマークを付けると、［デバイスマネージャ］

ウィンドウに <オフライン> と表示されます。
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デバイスのスキャン

［デバイスのスキャン］オプションを使用して、Arcserve Backupサーバに直接接続さ

れている USB ストレージ デバイスを表示します。

注：このオプションはUSB ストレージ デバイスにのみ適用されます。

［デバイスのスキャン］オプションを使用して USB ストレージ デバイスをスキャンする

方法

1. デバイスマネージャを表示します。

2. USB ストレージ デバイスを Arcserve Backupサーバに接続します。

3. デバイスのディレクトリツリーで、USB コントローラアイコンを選択し、［デバイスのス

キャン］ツールバーボタンをクリックします。

Arcserve Backupは、デバイスマネージャのデバイスディレクトリツリーでデバイスを

検出して列挙します。

重要：USB ストレージ デバイスのドライバがプラグアンド プレイ( PnP) 互換でない

場合、ではストレージ デバイスの検出および表示ができないことがあります。

Arcserve Backupこれを解決するには、テープエンジンを停止および再起動して、

USB ストレージ デバイスを設定する必要があります。

テープエンジンを停止および開始して USB ストレージ デバイスをスキャンする方

法

1. 以下を実行してテープエンジンを停止します。

a. ［クイックスタート］メニューから、［サーバ管理］を選択します。

サーバ管理マネージャウィンドウが表示されます。

b. サーバツリーで、プライマリサーバを特定して選択します。

ウィンドウの右側に、Arcserve Backupサービスが表示されます。
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c. Arcserve Tape Engine を右クリックし、コンテキスト メニューから［停止］を選

択します。

テープエンジンが停止します。

注：サーバ管理マネージャは閉じないでください。

2. USB ストレージ デバイスを Arcserve Backupサーバに直接接続します。

3. 以下を実行してテープエンジンを再起動します。

a. サーバツリーで、プライマリサーバを特定して選択します。

ウィンドウの右側に、Arcserve Backupサービスが表示されます。

b. Arcserve Tape Engine を右クリックし、コンテキスト メニューから［開始］をクリッ

クします。

テープエンジンが開始します。

テープエンジンが開始したら、Arcserve Backupはデバイスマネージャのデバイス

ディレクトリツリーでデバイスを検出および列挙します。
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デバイスマネージャによるデバイスグループ環境設定

Arcserve Backupでは、ライブラリ内のスロットを複数のグループに分割できます。ス

ロットをグループに分割すると、パラレルストリーミング機能を使用できるようになり

ます。また、1つのグループに複数のスロットが割り当てられている場合、ライブラリ

内の同一グループに属するメディアでスパン機能を使用できます。

デフォルトでは、テープエンジンを初めて起動したとき、マシンに接続されている各

ライブラリ内のすべてのスロットが、自動的にそのグループに割り当てられます。

Arcserve Backupを起動すると、デバイスマネージャを使用して以下の操作を行う

ことができます。

新しいグループの作成

グループへのスロットの割り当て

グループからのスロットの削除

グループの削除

グループ名を変更

例：デバイスマネージャによるライブラリの設定

たとえば、マシンに 2台のライブラリが接続されていると、2つのグループが作成され

ます。1台目のライブラリのスロットはすべて GROUP0に割り当てられ、2台目のラ

イブラリのスロットはすべて GROUP1に割り当てられます。これらのグループ名をその

まま使用することもできますが、グループの分割方法を変更して各グループに別の

名前を付けることもできます。ライブラリ内の各スロットは仮想ストレージ ドライブと

して認識されるので、各スロットを独自のグループに割り当てることもできます。
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新しいライブラリグループの作成

新しいライブラリグループを作成するには、まず［デバイスグループ環境設定］ダイ

アログボックスを表示します。以下の方法で、［デバイスグループ環境設定］ダイ

アログボックスを表示できます。

デバイスマネージャで［デバイス］メニューをクリックして、［デバイスグループの管

理］をクリックします。

［デバイスマネージャ］ウィンドウまたは［バックアップマネージャ］ウィンドウの［ス

テージングの場所］タブで、デバイスプロパティのプレビューペインにある［デバイ

スグループの管理］オプションをクリックします。

注：ウィザード形式のアプリケーションを使って［デバイスグループ環境設定］ダ

イアログボックスにアクセスするには、任意のマネージャのウィンドウから、［環境

設定］メニューをクリックし、［デバイスグループ環境設定］を選択します。

新しいライブラリグループを作成する方法

1. デバイスマネージャで［デバイス］メニューをクリックして、［デバイスグループの管理］

を選択します。

［デバイスグループ環境設定］ダイアログボックスが表示されます。既存のグルー

プと、各グループに割り当てられたスロットのリストが表示されます。クリーニングメ

ディア用に予約されたスロットはグループに割り当てることができないので、このダイ

アログボックスには表示されません。

2. ［新規］をクリックします。

［新しいグループ］ダイアログボックスが表示されます。

3. ライブラリグループの名前を入力し、［OK］ボタンをクリックします。

新しいライブラリグループが［グループ］フィールドに表示されます。これで、新しい

グループにスロットを割り当てることができます。
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ライブラリグループへのスロットの割り当て

Arcserve Backupでは、ライブラリグループに特定のスロットを割り当てることができ

ます。

ライブラリグループへスロットを割り当てる方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールのナビゲーションバーにある［管理］メニュー

から［デバイスグループの環境設定］を選択します。

［デバイスグループ環境設定へようこそ］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［次へ］をクリックします。

ログインダイアログボックスが表示されます。

3. ログインダイアログボックスで必要なフィールドに入力して、［次へ］をクリックしま

す。

［オプション］ダイアログボックスが開きます。

4. 設定するサーバを選択し、［デバイスグループ環境設定］オプションをクリックしてか

ら、［次へ］をクリックします。

［デバイスグループ環境設定］ダイアログボックスが表示されます。ライブラリデバ

イスと対応するスロット ( 割り当てに利用可能 ) は［利用可能なデバイス］リストに

表示されます。

5. ［利用可能なデバイス］リストから、グループに割り当てるスロットを選択します。利

用可能なスロットは一度に 1つ選択できます。または、グループに利用可能なス

ロットのすべてを割り当てるライブラリを選択できます。
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6. ［グループ］リストから、スロットを割り当てるグループを選択します。

7. ［割り当て］ボタンをクリックします。

Arcserve Backup［利用可能なデバイス］リストからスロットが削除され、［グループ］

リストの割り当てられたグループの下に表示されます。

8. グループに他のスロットも割り当てる場合は、手順 5～ 7の操作を繰り返しま

す。

注：利用可能なスロットがない場合は、現在割り当てられているグループからス

ロットを削除することで、そのスロットが他のグループによって利用可能になります。

そのためには、他のグループにより利用可能にするスロットを［グループ］リストから

選択し、［削除］をクリックします。そのスロットが、他のグループにより利用可能に

なります。スロットを別のグループに割り当てるには、手順5～7を繰り返します。

9. ［完了］をクリックし、次に［終了］をクリックして［デバイスグループ環境設定］を閉

じます。

スロットがライブラリグループに割り当てられます。
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ライブラリグループからのスロットの削除

Arcserve Backupでは、ライブラリグループから特定のスロットを削除 ( 割り当て解

除 ) することができます。

ライブラリグループからスロットを削除する方法

1. デバイスマネージャで［デバイス］メニューをクリックして、［デバイスグループの環境

設定］を選択します。

［デバイスグループ環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. 削除するスロットを選択します。［グループ］リストのグループ名の下に、そのグルー

プに割り当てられているスロットが表示されます。

3. ［削除］ボタンをクリックします。

［グループ］リストのグループからスロットが削除され、［利用可能なデバイス］リスト

に移動します。

4. グループから他のスロットも削除する場合は、手順 2から 3の操作を繰り返しま

す。

5. ［OK］をクリックします。

スロットがライブラリグループから削除されます。
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ライブラリグループの削除

Arcserve Backupでは、必要でなくなったライブラリグループを削除できます。

ライブラリグループを削除する方法

1. ［デバイスマネージャ］ウィンドウで、［デバイスグループの環境設定］( 機能のリスト

から) をクリックするか、［グループ］ツールバーボタンをクリックします。

［デバイスグループ環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. 削除するグループを選択します。

3. ［削除］ボタンをクリックし、［OK］ボタンをクリックして確定します。

グループが［グループ］リストから削除されます。削除したグループに割り当てられて

いたスロットは、すべて［利用可能なデバイス］リストに表示されます。
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ライブラリグループの名前の変更

Arcserve Backupでは、ライブラリグループの名前を変更できます。

ライブラリグループの名前を変更する方法

1. ［デバイスマネージャ］ウィンドウで、［デバイスグループの環境設定］( 機能のリスト

から) をクリックするか、［グループ］ツールバーボタンをクリックします。

［デバイスグループ環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. 名前を変更するグループを選択して、［グループ名の変更］をクリックします。

［グループ名の変更］ダイアログボックスが表示されます。

3. グループの新しい名前を指定して［OK］ボタンをクリックします。

新しいグループ名が［グループ］リストに表示されます。
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ライブラリのフィルタ機能

使用可能なライブラリフィルタは、以下のものがあります。

空スロット フィルタ -- すべての使用中のスロット、またはライブラリのすべてのス

ロットを表示します。

スロット範囲フィルタ -- 指定したスロットの範囲に含まれるスロットを表示しま

す。

メディアプールフィルタ -- 特定のメディアプール内のメディアのみを表示しま

す。

バーコード フィルタ -- バーコード リーダをサポートするライブラリの場合は、バー

コードと一致するメディアを表示します。バーコード リーダをサポートしないライ

ブラリの場合は、シリアル番号と一致するメディアを表示します。

ライブラリフィルタは、デバイスマネージャおよびバックアップマネージャの［デスティ

ネーション］タブに適用されます。［環境設定］メニューから［ライブラリフィルタ］タブ

を表示します。これらのフィルタは現在開かれているマネージャにのみ適用されま

す。すべてのマネージャに適用されるわけではありません。

フィルタが適用されているかどうかは、ステータスバーに表示されます。フィルタが適

用されている場合は、2番目のリストに「フィルタ」と表示されます。デフォルトでは、

デバイスマネージャおよびバックアップマネージャの［デスティネーション］タブでは、空

のスロットは表示されません。
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ライブラリでのフィルタの使用

Arcserve Backupでは、ライブラリフィルタを使用して、必要な情報のみを表示す

るようにデバイスマネージャを設定できます。これにより、データの管理が容易にな

り、アプリケーションのパフォーマンスを向上させることができます。

ライブラリでフィルタを使用する方法

1. ［デバイスマネージャ］ウィンドウを開き、［表示］メニューから［環境設定］を選択

します。

［環境設定］ダイアログボックスが開きます。

2. ［ライブラリフィルタ］タブを選択し、必要に合わせて以下のフィルタオプションを指

定します。

［フォーマット/消去画面で、書き込み禁止メディアを表示］-- すべての

［フォーマット］および［消去］ダイアログボックスで、書き込み禁止メディアに

関する情報を表示します。

［デバイス名をベンダ ID とシリアル番号で表示する］-- デバイス名を、ベンダ

ID とシリアル番号で表示します。

［空スロットを表示］-- ライブラリ内の空のスロットを表示させるには、このオ

プションを選択します。

［次の間のスロットを表示］-- 現在のマネージャ内に表示するスロットの範

囲を指定します。範囲を定義するには、許可されるスロット値の最小値と

最大値を入力します。

［ブランクメディアのみを表示する］-- ライブラリ内のブランクメディアを表示す

るには、このオプションを選択します。

［メディアプール間のテープの表示］-- 特定のメディアプール内のテープを表

示するには、このオプションを選択します。メディアプールではワイルド カード

( 「*」と「?」) の使用が可能です。

［任意のシリアル番号範囲のみを表示する］-- 特定のシリアル番号に合致

するテープを表示するには、このオプションを選択します。シリアル番号ではワ

イルド カード ( 「*」と「?」) の使用が可能です。

マネージャにフィルタが適用されている場合は、ステータスバーの2番目のパネルに

「フィルタ」と表示され、右側のパネルに詳細が表示されます。

注：［クリア］をクリックすると、すべてのフィールドの情報が削除されて、すべてのラ

イブラリフィルタ基準が削除されます。

第3章:オプションの使用法 105



デバイス管理機能

3. オプションとして、ライブラリフィルタの基準を入力した後で［デフォルトとして保存］

ボタンをクリックすると、フィルタリングの基準がすべてのデバイスマネージャビューに

適用されます。

4. ［適用］をクリックします。

フィルタリングの基準が現在のビューに適用されます。

注：フィルタリングオプションへの変更を破棄するには、［キャンセル］ボタンをクリッ

クします。
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バックアップおよびリストア処理の動作

スタンドアロンのストレージ ドライブにバックアップジョブおよびリストアジョブをサブ

ミットする場合と同じ方法で、バックアップマネージャ( バックアップの場合 ) またはリ

ストアマネージャ( リストアの場合 ) から、バックアップジョブおよびリストアジョブをラ

イブラリメディアにサブミットできます。データのバックアップとリストアの詳細について

は、「管理者ガイド」を参照してください。

同じグループや別のグループに追加のジョブをサブミットできます。

注：同じグループに複数のジョブをサブミットすると、それらのジョブは Arcserve
Backupによってジョブキューにサブミットされます。そして、そのグループに先にサブ

ミットされていたジョブが終了すると同時に実行可能としてマークが付けられます。
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バックアップおよびリストア用のデバイス管理機能への

アクセス

この機能より、グループ割り当ての変更、メディアのフォーマットと消去、その他のデ

バイス管理機能を実行できます。

デバイスマネージャに戻らずに、デバイス管理機能を使用するには、以下の操作

を実行します。

バックアップマネージャでバックアップするメディアの名前を右クリックするか、［リスト

ア］ウィンドウでリストアするメディアの名前を右クリックし、表示されるメニューオプ

ションのいずれかを選択します。
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オプションによる複数ドライブへのアクセス方法

ライブラリに複数のストレージ ドライブが搭載されている場合、Tape Library Option
では使用可能なすべてのドライブを最大限に活用します。ジョブをサブミットした

り、デバイス管理オプションを選択したりすると、Arcserve Backupはライブラリ内の

使用可能なドライブを確認します。Arcserve Backupで使用可能なドライブが検

出されたら、ジョブまたはデバイス管理操作が実行されます。

同じグループや別のグループに追加のジョブをサブミットできます。特定のグループ

でジョブを実行中でも、ほかに使用可能なドライブが残っている限り、Arcserve
Backupはそのグループの追加のバックアップジョブまたはリストアジョブを開始しま

す。
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シングルステップスパンの動作

Arcserve Backupは、シングルステップのライブラリグループスパン機能をサポートし

ています。この機能により、新しいブランクメディアをライブラリグループに挿入し

て、バックアップまたはリストアを継続できます。新しいメディアをライブラリに挿入す

るには、メールスロットのインポート/エクスポート オプションを使用し( ライブラリでこ

のオプションがサポートされる場合 ) 、デバイスマネージャを使用してメディアをイン

ポートします。

または、ライブラリのドアを開いて手動でメディアを挿入することもできます。ライブラ

リのドアを開いて閉じても、メディアサーバによってライブラリのインベントリ処理が自

動的に行われることはありません。ただし、ジョブを完了するためにメディアの挿入

を要求された場合にのみ、ライブラリグループ内のスロットのインベントリ処理が自

動的に実行されます。また、バックアップジョブで既存のカートリッジのいずれかを

使用したい場合は、ライブラリ内のメディアを消去することもできます。

重要：複数のドライブを搭載するライブラリでメディアスパンを使用する場合は、

特に注意してください。別のドライブにある同じグループに、別のジョブがサブミット

されている可能性がある場合には、メディアスパンを行わないでください。

シングルステップスパン環境でバックアップまたはリストアを実行している場合にドア

を開く条件として、一般的に次の3つが考えられます。

テープスパン機能の実行中にマガジンの空スロットにテープを追加し、バック

アップジョブを完了する。

テープスパン機能の実行中に追加のテープを挿入したマガジンを追加し、

バックアップジョブを完了する。

テープスパン機能の実行中に、使い切ったテープを新しいテープに交換し、

バックアップジョブを完了する。

いずれの場合にも、Arcserve Backupでリストアジョブを完了するためにメディアを

挿入するように指示するメッセージが、ジョブモニタ、［ジョブステータス］ウィンド

ウ、ログ、およびコンソールによって表示されます。テープが挿入され、マウントされ

ると、ライブラリでテープのインベントリが実行され、ジョブが続行されます。

以下のセクションでは、上記の3つの条件に対応するシングルステップスパンの例

を示します。

例：マガジンの空のスロットにメディアを追加する場合

マシン全体をライブラリにバックアップするバックアップジョブがスケジュールされている

とします。このライブラリは、4箇所のスロットを持つマガジン1個を備えています。

ジョブを実行する前に、2本のテープが挿入されたマガジンがライブラリにマウントさ
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れ、マガジン内のスロットのインベントリ処理が行われます。メディアスパンができる

ように、すべてのスロットはGROUP0に割り当てられています。

Arcserve Backupでバックアップを完了させるために 3本以上のテープが必要となっ

た場合は、テープをライブラリに挿入するよう求めるメッセージがジョブの処理中に

表示されます。バックアップジョブを完了させるためにはテープを1本追加するだけ

で充分だとわかっている場合は、ライブラリのドアを開いて、マガジンの装填時に空

だった2箇所のスロットのいずれかにテープを挿入します。マガジンの装填時にテー

プが挿入されていた2箇所のスロットは、インベントリ済みテープのホームスロットと

なっています。

テープを挿入してドアを閉じたら、デバイス管理マネージャでそのスロットをマウント

します。マウントが完了すると、バックアップジョブが再開されます。

次は、リストアジョブでメディアを追加する例を示します。ライブラリからマシンにディ

レクトリをリストアする、リストアジョブがスケジュールされているとします。このライブラ

リは、4箇所のスロットを持つマガジン1個を備えています。ジョブを実行する前に、

2つのメディアが挿入されたマガジンをライブラリにマウントします。これにより、マガジ

ン内のスロットのインベントリ処理が開始されます。この時点では、これら2つのメ

ディアにディレクトリのバックアップ全体が記録されていると考えられています。メディ

アスパンができるように、すべてのスロットはGROUP0に割り当てられています。

その後リストアジョブを実行すると、実際には Arcserve Backupでディレクトリのバッ

クアップ時に 3つのメディアが使用されていたため、Arcserve Backupがこのディレク

トリのバックアップに使用した 3つ目のメディアを挿入するよう求めるメッセージが表

示されます。ライブラリのドアを開いて、マガジンの装填時に空だった2箇所のスロッ

トのいずれかに必要なメディアを挿入します。ライブラリのドアを閉めてテープをマウ

ントすると、リストアジョブが続行されます。

例：追加のメディアが挿入されているマガジンを追加する場合

データベースサーバをライブラリにバックアップするジョブがスケジュールされているとし

ます。このライブラリは、4箇所のスロットを持つマガジン1個を備えています。ジョブ

を実行する前に、全スロット ( 4箇所 ) にテープを挿入したマガジンをライブラリにマ

ウントします。これにより、マガジン内のスロットのインベントリ処理が行われます。メ

ディアスパンを可能にするために、すべてのスロットはGROUP0に割り当てられてい

ます。

Arcserve Backupでバックアップを完了させるために 5本以上のテープが必要な場

合は、テープをライブラリに挿入するよう求めるメッセージがジョブの処理中に表示

されます。バックアップジョブを完了させるためにはテープを2本以上追加する必要

があるとわかっている場合は、ライブラリのドアを開いてマガジンを取り出し、スロット

内のテープをすべて新しいテープと交換して、マガジンをライブラリに再装填しま

す。
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マガジンを装填してドアを閉じたら、デバイス管理マネージャでそのマガジン全体を

マウントします。マウントが完了すると、バックアップジョブが再開されます。

例：いっぱいになったメディアを新しいメディアと交換する場合

マシン全体をライブラリにバックアップするバックアップジョブがスケジュールされている

とします。このライブラリは、4箇所のスロットを持つマガジン1個を備えています。こ

のライブラリは複数のドライブを備えているため、ジョブを実行する前に全スロット ( 4
箇所 ) にテープを装填したマガジンをライブラリにマウントします。これにより、マガジ

ン内のスロットのインベントリ処理が開始されます。

バックアップには2本のテープで充分だと判断したので、それらのテープが挿入され

ているスロット2箇所をGROUP0に割り当てて、残りの空スロット2箇所をGROUP1に
割り当てます。GROUP0を使用したバックアップが実行できます。

しかし、Arcserve Backupでバックアップを完了させるためには 3本以上のテープが

必要だったので、テープをライブラリに挿入するよう求めるメッセージがジョブの処理

中に表示されます。ライブラリのドアを開いて、GROUP0のテープのいずれか一方を

新しいテープと交換します。ライブラリのドアを閉めて、新しいテープを挿入したス

ロットをマウントすると、Arcserve Backupによって新しいテープが認識されます。マウ

ントが完了すると、バックアップジョブが再開されます。
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RAIDのバックアップおよびリストアデバイスの選択

Tape RAID Optionが提供するフォールト トレランス機能により、メディアやドライブに

障害が発生しても、バックアップまたはリストアを続行できます。RAID 0または RAID
5を使用すると、データが複数のドライブに分散され、バックアップとリストアのパ

フォーマンスが向上します。Arcserve Backupのインターフェースでは、RAID デバイス

は 1台の仮想ドライブとして表示され、RAID デバイスを使用したバックアップは特

殊な処理で透過的に実行されます。

RAID デバイスにデータをバックアップするには、バックアップウィンドウで RAID グ

ループをデスティネーションとして選択し、通常のバックアップ操作を行います。

RAID デバイスからデータをリストアするには、リストアウィンドウで RAID グループ

をソースとして選択し、通常のリストア操作を行います。
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テープ RAIDデバイスの管理

以下のセクションでは、テープ RAID デバイスの管理方法について説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

RAID デバイスの削除

RAID デバイスのプロパティの変更

テープ RAID グループの管理

RAID デバイスのパフォーマンス低下を防ぐ方法

バッファサイズの最適化
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RAIDデバイスの削除

RAID デバイスが必要ではなくなった場合、Arcserve Backupでは、ユーザの環境か

ら削除できます。

RAIDデバイスを削除する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールの［ナビゲーションバー］にある［管理］メ

ニューから［デバイス環境設定］を選択します。

［デバイス環境設定へようこそ］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［RAIDデバイス］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。

［RAID デバイス設定］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［RAID デバイス］リストで、削除する RAID デバイスを選択し、［削除］をクリックしま

す。

Arcserve Backupが RAID デバイスを削除します。

第3章:オプションの使用法 115



テープ RAIDデバイスの管理

RAIDデバイスのプロパティの変更

Arcserve Backupでは、RAID デバイスのRAID レベルを変更できます。

RAIDデバイスのプロパティを変更する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールの［ナビゲーションバー］にある［管理］メ

ニューから［デバイス環境設定］を選択します。

［デバイス環境設定へようこそ］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［RAIDデバイス］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。

［RAID デバイス設定］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［RAID デバイス］リストで、変更する RAID デバイスを選択します。

［プロパティ］ボタンをクリックします。

［RAID プロパティの変更］ダイアログボックスが表示されます。

4. ［詳細］ボタンをクリックします。

選択したデバイスのプロパティを変更し、［OK］ボタンをクリックします。

Arcserve Backupが RAID デバイスのプロパティを変更します。
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テープ RAIDグループの管理

Arcserve Backupのデバイスグループ環境設定ユーティリティを使用して、RAID グ

ループを管理できます。このダイアログボックスによって、以下のタスクを実行できま

す。

新しい RAID グループを作成する

既存のRAID グループを削除する

RAID グループのプロパティを変更する

RAID グループにデバイスを割り当てる

RAID グループからデバイスを削除する

RAID グループ名を変更する

テープ RAIDグループを管理する方法

1. デバイス管理マネージャを開き、ツールバーの［グループ］をクリックします。

［デバイスグループ環境設定］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［グループ］リストから RAID グループを選択し、必要なタスクのボタンをクリックしま

す。
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RAIDデバイスのパフォーマンス低下を防ぐ方法

Arcserve Backupを使用して RAID デバイスでバックアップおよびリストアを実行する

と、実際のデータ転送速度が予想を大きく下回る場合があります。パフォーマン

スの低下の考えられる原因として、以下の点を確認してください。

高性能ドライブを使用する場合は、1枚のHBA( Host Bus Adaptor) に接続す

るドライブの数を減らす必要がある場合があります。1枚のHBAに複数の高

性能ドライブを接続すると、パフォーマンスが大幅に低下する場合がありま

す。

バックアップまたはリストアに使用するハードディスクの速度もパフォーマンスに影

響します。使用している RAID デバイスの性能に見合った、高速なハード ディ

スクを使用する必要があります。

1台または複数台のテープドライブで不良メディアを使用していると、パフォー

マンスが低下する場合があります。

バックアップを実行中のハードディスクに別のアプリケーションがアクセスしている

場合もあり、ハードウェア制限のためパフォーマンスが低下することがあります。

RAID デバイスのパフォーマンスは、接続されているドライブのうち、最も遅い速

度のドライブのパフォーマンスに左右されます。たとえば、3台のドライブを搭載

する RAID 0のデバイスで、ドライブ1の速度が 100 MB/分、ドライブ 2の速度

が 120 MB/分、ドライブ 3の速度が 120 MB/分の場合、結果として得られる

スループットは 300 MB/分となります。RAID のドライブを構成するときには、この

ことに気を付けてください。
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バッファサイズの最適化

バッファサイズを最適化すると、バックアップやリストアのパフォーマンスが向上する

場合があります。最適なバッファサイズは、以下の要因によって左右されます。

テープドライブ

ハード ディスク

システムのメモリ容量

同時に実行するジョブの数

いくつかのバッファサイズを試してみて、使用する環境に最適なバッファサイズを決

定します。

バッファサイズを最適化する方法

1. Arcserve Backupマネージャコンソールの［ナビゲーションバー］にある［管理］メ

ニューから［デバイス環境設定］を選択します。

［デバイス環境設定へようこそ］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［RAIDデバイス］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。

［Arcserve Backup RAID のセットアップ］ダイアログボックスが表示されます。

3. ［RAID デバイス］リストから目的のRAID デバイスを選択し、［プロパティ］ボタンをク

リックしてから［詳細］ボタンをクリックします。［RAID プロパティの変更］ダイアログ

ボックスが表示されます。

4. ［パフォーマンス］グループボックスで、以下のオプションのいずれかを選択します。

［デフォルト］- Arcserve Backupによって最適値が計算され、その値が適用

されます。
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［カスタム］- ［新規バッファサイズ( KB) ］フィールドにバッファサイズを入力し

ます。たとえば、バッファサイズを150 MBに設定するには「150000」と入力し

ます。

5. ［OK］ボタンをクリックして設定を保存し、ダイアログボックスを閉じます。
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リムーバブル記憶域で制御されているデバイスの管理

Windows リムーバブル記憶域 ( RSM) は、デバイスドライバを使用してライブラリを

排他的に制御し、メディアドライブを管理します。あるデバイスをRSMで管理する

と、Arcserve Backupでこのデバイスを使用することができません。RSMで制御されて

いるデバイスでは、BrightStor ARCserve Backupの各種機能を使用できなくなりま

す。

このデバイスをArcserve Backupで使用するには、Arcserve Backupのデバイス環境

設定を使用して、デバイスをRSMに対して無効にする必要があります。

1. ［デバイスの有効 /無効 ( RSM対応 ) ］を選択し、［次へ］をクリックします。

2. Arcserve Backupで管理するデバイスをリストから選択します。

注：この機能は、Windows XPおよびWindows Server 2003でのみ使用可能で

す。
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DLTSageエラー処理の動作

DLTSage は、SuperDLTテープドライブで使用するためにQuantumにより開発された

エラーモニタ、レポート、およびアラートのテクノロジです。テープドライブのアラートを

受信するには、DLTSage ファームウェアと共に SuperDLT テープドライブを使用する

必要があります。

Arcserve BackupはSuperDLTテープドライブのファームウェアとやり取りして、トラック、

セグメント、磁気抵抗 ( MR) チャネル、および光学帯域ごとに収集されたテープド

ライブおよびメディアの重要なパフォーマンスパラメータを分析します。Arcserve
Backupは収集された情報を使用して、以下の処理を行います。

しきい値やテープドライブ履歴などの情報の診断

寿命に近づいている、または寿命に達したリスクの高いテープドライブおよびメ

ディアの識別

テープドライブのクリーニングの必要性の予測

テープドライブの環境条件の分析

メディアおよびハードウェアエラーメッセージの生成

Arcserve Backupは、SCSI検証ログを使用してDLTSageに照会します。バックアップ

ジョブの開始時、バックアップジョブの実行中、またはバックアップジョブの終了後

にハードウェアまたはメディアエラーが発生した場合、Arcserve Backupは、SCSI検
証ログから取得した情報を使用して、テープログおよびアクティビティログに表示

されるテープドライブエラーメッセージを生成します。エラーメッセージは、以下の

場合に表示されます。

テープドライブでテープからの読み取りやテープへの書き込みに問題が発生し

ている場合。

テープドライブでテープの読み取り/書き込みができないか、メディアのパフォー

マンスが極端に低下している場合。

メディアの寿命または想定された最大パス数を超えている場合。

テープドライブのヘッドが詰まったか、クリーニングの必要がある場合。

テープドライブの冷却に問題がある場合。

テープドライブにハードウェア障害の可能性がある場合。

エラー状態が検出された場合、Arcserve Backupでは自動的に問題が修正さ

れ、ジョブを完了します。
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Arcserve Backup によるテープドライブエラーの修復方

法

Arcserve Backupでテープドライブの問題が検出された場合、Arcserve Backupで

は、テープドライブエラーの修復に 3つのメカニズムが使用されます。各メカニズム

については、以下のセクションで説明します。

エラーが検出されると、これらのメカニズムが自動的に実行されます。Arcserve
Backupでエラーが修復されると、バックアップジョブが継続されます。

第3章:オプションの使用法 123



Arcserve Backupによるテープドライブエラーの修復方法

Arcserve Backup によるテープドライブエラーの防止方

法

バックアップジョブを実行する前に、Arcserve Backupはテープドライブの稼働状態

を評価します。問題が検出された場合、Arcserve Backupでは以下の分析と処

理が実行されます。

別のテープドライブが使用可能 ( 空 ) な場合、Arcserve Backupは、使用可

能な次のテープドライブにテープを移動して、バックアップジョブを実行します。

使用可能なドライブがない場合、Arcserve Backupは、ロックされていないテー

プドライブにテープを移動して、バックアップジョブを実行します。

他のドライブがすべてロックされている場合は、Arcserve Backupでは現在の

テープドライブでバックアップジョブを実行します。
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Arcserve Backup によるドライブ使用率の均等化

Arcserve Backupでは、ライブラリの全テープドライブ間でテープの使用を均等に

ローテーションさせて、テープドライブの使用率を分散させます。Arcserve Backup
はバックアップジョブの開始時に、最後に使用したドライブを検出して、ライブラリ

で次に使用可能なドライブを使用します。

テープドライブ間でのテープの移動を最小限にするため、Arcserve Backupでは以

下の分析と処理が実行されます。

ジョブのターゲットとなるメディアがロードされている場合、現在のドライブにその

まま残し、バックアップジョブを実行します。

ジョブのターゲットとなるメディアがロードされていない場合、最後に使用された

ドライブを識別し、次に使用可能な空のドライブにテープをロードして、バック

アップジョブを実行します。
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ドライブの連続クリーニングの動作

バックアップジョブの実行中にテープドライブの汚れが検出されることがあります。

テープドライブのクリーニングにより、多数のテープドライブおよびメディアエラーを解

決できます。

Arcserve Backupでドライブの連続クリーニングを行うには、セットアップ中に指定し

たテープクリーニングスロットにクリーニングテープを装填し、クリーニングスケジュー

ルを指定しておく必要があります。クリーニングスケジュールを指定しなかった場

合、Arcserve Backupはデフォルトの100時間おきに、テープのクリーニング操作を

実行します。

バックアップジョブ中に Arcserve Backupでテープドライブの汚れが検出され、ク

リーニングスロットが設定されている場合は、Arcserve Backupによって以下の分

析と処理が自動的に実行されます。

Arcserve Backupでバックアップ中に書き込みエラーが検出され、テープドライ

ブやメディアの汚れがその原因である場合は、Arcserve Backupはテープドライ

ブへの書き込みを再試行します。

2回目の書き込みにも失敗し、以下の条件に 1つでも該当する場合、

Arcserve Backupはテープドライブのクリーニングを行います。

テープドライブが 1度もクリーニングされたことがない場合。

DLTSage がテープドライブのクリーニングが必要であることを検出し、ドラ

イブの使用がスケジュールされたクリーニングの4分の1を超えている場

合。

テープドライブの使用が、クリーニングの3分の1を超えた場合。

ユーザがテープドライブのForceCleanを指定した場合。

Arcserve Backupで、ジョブを継続するためにテープドライブのクリーニングが必要と

判断された場合は、以下の処理が行われます。

1. Arcserve Backupジョブが停止されます。

2. ライブラリはテープをホームスロットに戻し、テープドライブをロックします。

3. Arcserve Backupからクリーニング処理が指示されます。

4. ライブラリはテープをクリーニング済みのドライブに戻し、テープとバッファの位置を調

整します。

5. Arcserve Backupジョブが再開されます。
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論理ブロック保護の実装

論理ブロック保護の実装

LBP ( Logical Block Protection、論理ブロック保護 ) は、IBM や HPなどのテープドラ

イブの製造元によって提供される機能です。Arcserve Backupでは、この機能を

使用して、ライブラリドライブ上で以下の条件で発生した読み取り/書き込みエ

ラーを検出できます。

バックアップデータをメディアに書き込む過程でエラーが発生した場合。たとえ

ば、データの破損などです。

バックアップデータがネットワークまたは記憶域ネットワークを通して転送された

ときにバックアップデータが変更された場合。

エラーが発生した場合、ドライブは SCSI エラーをテープエンジンログファイルにレ

ポートし、バックアップは失敗します。

Arcserve BackupでのLBPの実装では、以下のバックアップはサポートされません。

読み取り操作でのLBP

Arcserve Tape RAID のバックアップ

NAS ( Network Attached Storage、ネットワーク接続ストレージ) のバックアップ

Arcserve Backup UNIX/Linux Data Mover のバックアップ

ファイルシステムデバイスのバックアップ

例：データデデュプリケーションとステージングのバックアップ

LBPを実装するには、以下の手順に従って、レジストリキーを作成します。レジス

トリエントリはライブラリのレジストリで DEVICE<#> キーの下に作成できます。ライブ

ラリ上に実装された LBPは、ライブラリのすべてのドライブに有効です。ライブラリが

SAN上に存在する場合、ライブラリに対する LBPはプライマリサーバ上にのみ実

装します。これにより、そのライブラリを使用するすべてのメンバサーバに対して LBP
が実装されます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve Backupサーバにログインします。

2. 以下のレジストリキーを開きます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ComputerAssociates\CA ARCServe
Backup\Base\TapeEngine\DEVICE<#>

注：DEVICE<#> は、LBPを実装するデバイスの数を表します。

3. 以下のDWORD を作成します。

LBP
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論理ブロック保護の実装

4. LBPのDWORD 値を 1に設定し、変更を保存します。

注：LBPを無効にするには、LBPのDWORD 値を 0に設定します。
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Arcserve Backup とSecure Key Managerの統合

Arcserve Backup と Secure Key Manager の統合

Secure Key Manager ( SKM) は、HPおよび Quantum などのハードウェアベンダが、

ストレージ デバイスに格納されたデータの安全を確保するために使用できる暗号

化テクノロジです。これらのベンダーによる暗号化キー管理をサポートするために、

Arcserve Backupは SKM テクノロジと統合します。

SKM をサポートするデバイスにデータをバックアップしている場合、ベスト プラクティス

として、Arcserve Backupによって提供される暗号化機能ではなく、そのデバイスに

よって提供される暗号化機能を使用することを強くお勧めします。これは、ハード

ウェアベースの暗号化の方が、ソフトウェアベースの暗号化より高レベルのセキュリ

ティを提供するためです。

SKM テクノロジとの統合により、Arcserve Backupはユーザに対して透過的な方法

で動作します。

一部のインスタンスでは、メディアが認識されないか、暗号化キーが使用できない

ために、デバイスがメディアからデータを読み取れない場合があります。そのような

場合、そのデバイスは、オフラインであるか機能していないかのように表示されま

す。デバイスがオフラインであるか機能していないかのように表示された場合、

Arcserve Backupは以下のように動作します。

注：以下の動作は、シングルドライブライブラリおよびマルチドライブライブラリに適

用されます。

デバイスマネージャ

SKM がデバイスにインストールされ、SKM アプリケーションがオフラインであるか機能

していないことが Arcserve Backupで検出されると、デバイスマネージャは以下のよ

うに動作します。

暗号化の種類 -- SKM によって制御されるデバイスの場合、デバイスマネー

ジャに「不明な暗号化」が表示されます。
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Arcserve Backup とSecure Key Managerの統合

フォーマットおよび消去処理 -- SKM によって制御されるデバイスの場合、デバ

イスマネージャに「不明な暗号化」が表示されます。

メッセージ

SKM がデバイスにインストールされ、SKM アプリケーションがオフラインであるか機能

していないことが Arcserve Backupで検出されると、以下のメッセージが表示されま

す。

失敗したフォーマットおよび消去処理 -- SKM によって制御されるデバイスに対

してフォーマットおよび消去操作が失敗すると、以下のメッセージが表示され

ます。

アクティビティログメッセージ -- SKM によって制御されるデバイスでフォーマット

および消去処理が失敗した場合、Arcserve Backupは以下の画面に示すよ
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Arcserve Backup とSecure Key Managerの統合

うなメッセージを生成します。

SKM によって制御されるメディアで検出された暗号を Arcserve Backupが復号

化できない場合、以下のアクティビティログメッセージが表示されます。
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第4章 : トラブルシューティング

このセクションでは、Arcserve Backupの使用中に発生する可能性がある問題に

ついて、問題の特定と解決に役立つトラブルシューティング情報を提供します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

一般的な問題 134

ライブラリが正常に初期化されない 139

テープエンジンが正しく動作しない 143

オプションでデータが正しくバックアップされない 150
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一般的な問題

一般的な問題

以下のセクションでは、一般的なエラーのトラブルシューティングの方法について説

明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

デバイスが正常に動作しない

Arcserve Backupでライブラリが検出されない場合

Arcserve Backupがクリーニングテープを検出しない
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一般的な問題

デバイスが正常に動作しない

Windowsプラットフォームで有効

現象

デバイスが正常に動作していないように見える。

解決策

ハードウェアに問題が発生した場合は、以下の点を確認してください。

使用しているハードウェアが正しく機能することを確認します。これには、ホス

ト アダプタカード、ケーブル、ライブラリ、ライブラリドライブなどが含まれます。

可能であれば、動作に問題があるハードウェアを、正常に機能しているシステ

ムに接続してテストします。

ハードウェアの設定が正しいことを確認します。

ライブラリが複数のドライブを搭載している場合は、ライブラリドライブが正しい

順序で割り当てられているかどうかを確認します。

Windowsの［コンピュータの管理］ダイアログボックスでハードウェアが正しく認識さ

れているかどうかを診断します。［コンピュータの管理］ダイアログボックスを表示す

るには、Windowsのデスクトップから［マイコンピュータ］を右クリックし、ポップアップメ

ニューから［管理］を選択します。
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一般的な問題

Arcserve Backup でライブラリが検出されない場合

Windowsプラットフォームで有効

現象

Arcserve Backupでライブラリが検出されない。

解決策

Arcserve Backupでライブラリが検出されない理由を特定するにあたっては、いくつ

かの対処法があります。

コンピュータでライブラリが認識されているかどうかを確認します。

コンピュータでSCSIデバイスが認識されているかどうかを確認するには、以下の

手順に従います。

1. regedt32.exeを実行します。この実行可能ファイルは、WINNTディ

レクトリ内のsystem32ディレクトリにあります。デバイスは、以下の

キーの下に指定されています。

HKEY_LOCAL_MACHINE\HARDWARE\DEVICEMAP\SCSI\SCSI
PORT #\SCSI Bus #\Target Id #\Logical Unit Id #

2. フォルダツリーにSCSIフォルダがない場合は、HBA( Host Bus
Adapter) が無効になっています。HBA用の正しいデバイスドライバ

がインストールされていることを確認します。

3. フォルダツリーに Target Idフォルダがない場合は、Windowsによっ

てデバイスが認識されていません。Windowsで認識されていない

デバイスは、Arcserve Backupでも認識されません。

使用しているコンピュータがSCSIカードに関する問題を検出したかどうかを

チェックします。そのためには、［管理ツール］プログラムグループにある［イベント

ビューア］のシステムログを表示します。

適切なデバイスドライバがロードされているかどうかを確認します。

上記の方法で問題が解決されない場合は、以下の手順に従います。

1. ライブラリの電源がオンになっていることを確認します。

2. すべてのケーブルがSCSIカードに正しく接続されていることを確認します。

3. 同じSCSI IDが複数のデバイスで使用されていないことを確認します。たとえば、

SCSI IDを2つ使用するライブラリで、ライブラリユニットとライブラリドライブの両方に

同じSCSI IDが使用されていると問題が発生します。

136 Tape Library Optionユーザガイド



一般的な問題

4. SCSIケーブルの終端に接続されているデバイスに、ターミネータが接続されているこ

とを確認します。SCSI IDとターミネータの詳細については、SCSIカードに添付されて

いるマニュアルを参照してください。

5. Arcserve が認定しているライブラリとボードが使用されていることを確認します。

6. HBA用の適切なデバイスドライバを使用していることを確認します。

以上の点をすべて確認したうえで、デバイス環境設定を実行し、再度ライブラリ

の環境設定を行います。
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一般的な問題

Arcserve Backup がクリーニングテープを検出しない

Windowsプラットフォームで有効

現象

ライブラリにクリーニングテープがありますが、Arcserve Backupはクリーニングテープ

を検出しません。

解決策

この問題を解決するには、Arcserve Backupはクリーニングテープの場所 ( スロット )
を検出する必要があります。Arcserve Backupがクリーニングテープの場所 ( スロッ

ト ) を検出できるようにするには 2つの方法があります。

方法 1 -- Arcserve Backupがクリーニングテープの場所 ( スロット ) を発見でき

るようにします。そのためには、以下の手順に従います。

a. クリーニングテープをライブラリ内の使用可能な任意のスロットに挿入

します。

b. ［デバイスマネージャ］ウィンドウを開き、ライブラリを右クリックして、ポッ

プアップメニューから［インベントリ］を選択します。

Arcserve Backupはスロット内のメディアをインベントリ処理します。インベント

リ処理が終了すると、Arcserve Backupはクリーニングテープの存在を検出

します。クリーニングテープが存在するスロットはクリーニングスロットになりま

す。

方法 2 -- クリーニングテープの場所 ( スロット ) を手動で指定します。そのた

めには、以下の手順に従います。

a. ［デバイスマネージャ］ウィンドウを開き、ライブラリを右クリックして、ポップアッ

プメニューから［プロパティ］を選択します。

［ライブラリプロパティ］ダイアログボックスが開きます。

b. ［クリーニング］タブをクリックします。

クリーニングオプションが表示されます。

c. ［利用可能なスロット］リストから、利用可能なスロットをクリックし、［追加］

ボタンをクリックします。

利用可能なスロットが［クリーニング対象スロット］リストに移動します。

d. ［OK］をクリックします。

e. クリーニングテープを指定されたスロットに挿入します。
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ライブラリが正常に初期化されない

ライブラリが正常に初期化されない

以下のセクションでは、ライブラリの初期化エラーのトラブルシューティングの方法に

ついて説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ライブラリの初期化中にスロットがマウント解除と表示される

クイック初期化を使用するとArcserve Backupが不適切なスロット詳細を表示す

る場合

クイック初期化を使用するとライブラリがすべてのメディアを読み取る
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ライブラリが正常に初期化されない

ライブラリの初期化中にスロットがマウント解除と表示

される

Windowsプラットフォームで有効

現象

ライブラリは正しく初期化されるのにスロットがマウント解除と表示される。

解決策

ライブラリを初期化した後で、すべてのライブラリスロットがマウント解除されている

と表示される場合は、エラーを修正するために以下の処理を実行してください。

ライブラリのドアが開いていないことを確認します。ドアが開いている場合は閉

じてください。Arcserve Backupのアクティビティログで、エラーメッセージの有無

を確認します。

ライブラリがいっぱいになっている可能性があります。ライブラリに挿入できるメ

ディアの最大数は、ライブラリのスロット数と同じです。ライブラリのマガジンの全

スロットにメディアを挿入した場合は、ライブラリドライブ内にメディアがないこと

を併せて確認します。

注：ハードウェアに障害が発生している可能性もあります。
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ライブラリが正常に初期化されない

Arcserve Backup クイック初期化を使用するとが不適

切なスロット詳細を表示する場合

Windowsプラットフォームで有効

現象

クイック初期化オプションを有効にすると、Arcserve Backupで誤ったスロット情報が

表示される。

解決策

この問題を解決するには、以下の点を考慮してください。

テープエンジンを停止してメディアを交換するという作業を頻繁に行う場合は、ク

イック初期化を無効のままにしておくことを検討してください。ライブラリのクイック初

期化を使用する際には、注意が必要です。クイック初期化を有効にしている場

合は、スロットに何らかの変更を加えるたびに、ライブラリスロットのインベントリを

実行するか、マガジンを再マウントする必要があります。
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ライブラリが正常に初期化されない

クイック初期化を使用するとライブラリがすべてのメディ

アを読み取る

Windowsプラットフォームで有効

現象

ライブラリのクイック初期化オプションが有効になっているのに、ライブラリの初期化

時にすべてのメディアが読み取られる。

解決策

この問題を解決するには、以下の点を考慮してください。

ライブラリが正しく初期化されていません。クイック初期化は、ライブラリが正し

く初期化された場合にのみ有効になります。

ライブラリのハードウェア設定が変更されています。ライブラリのハードウェア設

定を変更した場合は、ライブラリが再び正しく初期化されるまで、クイック初

期化が無効になります。

LIBRARY.CFGファイルが削除または上書きされています。LIBRARY.CFGファイル

にはライブラリのクイック初期化で使用される情報が記録されています。そのた

め、このファイルが削除または上書きされると、ライブラリのクイック初期化が無

効になります。
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テープエンジンが正しく動作しない

テープエンジンが正しく動作しない

以下のセクションでは、テープエンジンに関するエラーのトラブルシューティングの方

法について説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ライブラリがメディアを検出しない

メディアのホームスロットが変更される

クリーニングメディアがホームスロットに戻らない

使用可能な空きスロットがない

テープエンジンがタイムアウトする

メディアのフォーマットまたは消去中にテープ比較エラーが発生する
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テープエンジンが正しく動作しない

ライブラリがメディアを検出しない

Windowsプラットフォームで有効

現象

Arcserve Backupが、ライブラリに追加されたメディア、または、別のスロットに移動

されたメディアを正しく検出しない。

解決策

メディアを手動で追加、削除、または移動した場合は、ライブラリスロットのインベ

ントリを実行するかライブラリマガジンを再マウントして、Arcserve Backupをアップ

デートする必要があります。
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テープエンジンが正しく動作しない

メディアのホームスロットが変更される

Windowsプラットフォームで有効

現象

メディアのホームスロットが変更された。

解決策

この問題を解決するには、以下の点を考慮してください。

メディアがライブラリのドライブ内にあるときに、そのメディアのホームスロットに別

のメディアが挿入された可能性があります。

メディアのホームスロットには別のメディアを挿入しないよう注意してください。

Arcserve Backupでは、メディアのホームスロットに別のメディアが挿入されたこ

とが検出されると、後者のメディアは使用可能な最初のスロット ( クリーニング

スロットを除く) に移動されます。

メディアがライブラリドライブに挿入された状態で、LIBRARY.CFG ファイルが削

除または上書きされた可能性があります。

LIBRARY.CFGファイルにはメディアのホームスロットに関する情報が記録されて

います。この情報が失われると、起動時にライブラリドライブに挿入されていた

メディアを正しいホームスロットに戻せなくなります。
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テープエンジンが正しく動作しない

クリーニングメディアがホームスロットに戻らない

Windowsプラットフォームで有効

現象

ライブラリドライブをクリーニングした後で、クリーニングメディアがすぐにホームスロッ

トに戻らない。

解決策

この問題を解決するには、以下の点を考慮してください。

クリーニングメディアを使い切った可能性があります。クリーニングメディアが数

秒でドライブからイジェクトされる場合は、クリーニングメディアを使い切ってい

ないかどうかを確認してください。

ライブラリドライブがメディアクリーニングのレポート機能をサポートしない場合

は、クリーニングメディアは約 2分後にホームスロットに戻ります。ライブラリド

ライブがメディアクリーニングのレポート機能をサポートする場合は、クリーニング

メディアはクリーニング後にすぐにホームスロットに戻ります。
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テープエンジンが正しく動作しない

使用可能な空きスロットがない

Windowsプラットフォームで有効

現象

Arcserve Backupでライブラリドライブのメディアを戻すときに、「使用可能なスロット

がありません」という意味のメッセージが表示される。

解決策

そのデバイスのホームスロットに別のメディアが挿入されているうえに、ライブラリに

空のスロットが残っていない可能性があります。空きスロットが 1つあっても、クリー

ニングメディア用のスロットとして使用されます。
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テープエンジンが正しく動作しない

テープエンジンがタイムアウトする

Windowsプラットフォームで有効

現象

テープエンジンが予期せずタイムアウトになった。

解決策

この問題を解決するには、以下の点を考慮してください。

ライブラリの電源がオンになっており、ライブラリの初期化中にライブラリユニット

が動作していることを確認します。

ライブラリとマシンを再起動します。
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テープエンジンが正しく動作しない

メディアのフォーマットまたは消去中にテープ比較エラー

が発生する

Windowsプラットフォームで有効

現象

メディアのフォーマットまたは消去を実行しようとすると、Arcserve Backupで「テープ

比較エラーが発生しました」という意味のメッセージが表示される。

解決策

この問題を解決するには、以下の点を考慮してください。

Arcserve Backupで指定されたメディアと、読み取られたメディアが一致してい

ません。

Arcserve Backupは、指定されたメディアと異なるメディアを消去またはフォー

マットは、実行しません。メディアを手動で変更した後にインベントリ処理を

行っていないと、Arcserve Backup内の情報がアップデートされず、このエラーが

発生します。メディアを手動で追加、取り出し、または移動した場合は、ライ

ブラリスロットのインベントリを実行するか、ライブラリマガジンを再マウントして、

Arcserve Backupをアップデートする必要があります。

「<インベントリ未実行>」とマークされたメディアを消去またはフォーマットしようと

した際にも、このエラーが表示される場合があります。消去やフォーマットを行

う前に、［通常インベントリ - すべてのメディア情報を読み取る］を使って、これ

らのメディアのインベントリ処理を実行する必要があります。
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オプションでデータが正しくバックアップされない

オプションでデータが正しくバックアップされない

以下のセクションでは、バックアップに関するエラーのトラブルシューティングの方法に

ついて説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

別のジョブをサブミットできない

オートローダとチェンジャがオフラインであるかのように表示される

バックアップジョブまたはリストアジョブによりライブラリのスロットのインベントリが実行

される

複数ドライブのライブラリをグループスパンするとスロットのインベントリが正常に実

行されない

テープ RAID デバイスへのバックアップが失敗する
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オプションでデータが正しくバックアップされない

別のジョブをサブミットできない

Windowsプラットフォームで有効

現象

ジョブが実行中で、別のジョブをサブミットできない。

解決策

即実行ジョブのサブミットを試行した場合は、代わりにジョブのスケジューリングを

試行します。Arcserve Backupでは、使用可能なライブラリドライブがあるときのみ

ジョブを実行できます。
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オプションでデータが正しくバックアップされない

オートローダとチェンジャがオフラインであるかのように表

示される

すべてのWindowsプラットフォームで有効 .スタンドアロンライブラリおよびチェンジャ

に影響。

現象

デバイスマネージャで、デバイスがオフラインであるかのように表示されます。デバイ

スと関連付けられたジョブが失敗します。テープエンジンは動作しています。

解決策

テープエンジンがデバイスに関する問題を検出すると、Arcserve Backupはデバイ

スのステータスをオフラインに設定し、以下のようなメッセージをアクティビティログに

生成します。

[ライブラリエラー:手動での操作が必要です。[デバイス:5][Iomega REV LOADER]]

この問題を解決するには、以下の手順に従います。

1. テープエンジンを停止します。

2. デバイスを切断し、デバイスに関する問題を修正します。

注：デバイスのトラブルシューティングの詳細については、デバイス製造元のマニュ

アルを参照してください。

3. Arcserve Backupへのデバイスの接続

4. テープエンジンを開始します。

デバイスが正常に動作していれば、Arcserve Backupはデバイスを検出し、ステー

タスをオンラインとして設定します。
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オプションでデータが正しくバックアップされない

バックアップジョブまたはリストアジョブによりライブラリの

スロットのインベントリが実行される

Windowsプラットフォームで有効

現象

バックアップジョブまたはリストアジョブで、メディアを手動でデバイスに追加した後

に、ライブラリで自動的にスロットのインベントリ処理が実行される。

解決策

Arcserve Backupは、バックアップジョブまたはリストアジョブを完了させるために追

加のメディアを手動で挿入するようメッセージを表示した後で、自動的にバックアッ

プグループまたはリストアグループのメディアのインベントリを実行します。グループの

インベントリが完了すると、ジョブが続行されます。
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オプションでデータが正しくバックアップされない

複数ドライブのライブラリをグループスパンするとスロット

のインベントリが正常に実行されない

Windowsプラットフォームで有効

現象

複数のドライブを搭載するライブラリ内で、メディアが 2つのグループをスパンしてい

るときに、複数のジョブを実行すると、一方のジョブのみがスロット グループのインベ

ントリを実行し、両グループのメディアを交換してもそのジョブが継続される。

解決策

最初のジョブが終了したら、ライブラリをいったん開いてから閉じて、2番目のジョブ

を続行するように指定します。
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オプションでデータが正しくバックアップされない

テープ RAIDデバイスへのバックアップが失敗する

Windowsプラットフォームで有効

現象

バックアップジョブを RAID グループにサブミットすると、ジョブが失敗し、RAID セット

内にテープの不一致があることを示すエラーメッセージが表示される。

解決策

この問題は、Arcserve Backup環境に接続するハードウェアを追加または置換し

た後に発生する場合があります。

環境内でハードウェアを追加または置換した後に不一致エラーで RAID を使った

バックアップが失敗しないようにするには、以下の手順に従います。

1. Arcserve Backup環境に接続するハードウェアを追加または置換した後に、テープ

エンジンを再起動します。

2. すべてのRAID 環境設定を削除します。

3. 再度 RAID デバイスを環境設定します。
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第5章 : RAIDの使用

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

RAID デバイスの動作 158

RAID レベル 159
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RAIDデバイスの動作

RAIDデバイスの動作

このオプションは、単一の高性能ドライブとして動作するドライブセットを提供しま

す。このオプションでは、Arcserve Backupの標準的な処理と同様に処理を実行

しますが、単一のメディアドライブではなく RAID メディアセットを使用します。

RAIDセットとは、同じ RAID レベルを共有することで1台の高性能ドライブとして動

作する、複数のドライブのセットを指します。Tape RAID Optionを使用してバック

アップジョブを設定する際には、デスティネーションとして RAID グループを選択しま

す。このグループには、RAID セットとして設定されたすべてのドライブが含まれてい

ます。

RAID の環境設定では、通常、SCSI ( Small Computer System interface) ディスク

ドライブが必要とされ、完全に同一のドライブを使用することが条件となる場合も

あります。
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RAIDレベル

RAIDレベル

このオプションには、RAID レベル0、1、5 という 3種類のフォールト トレランスモード

が備わっています。各レベルはそれぞれ次の用途のために設計されています。

RAID 0 - データストライピング

RAID1 - ディスクミラーリング

RAID 5 - バイト レベルでパリティを分散配置したストライピング、およびストライ

プエラー修正情報

注 : 各自のインストールに適した RAIDレベルは、ネットワークの使用法によって異

なります。

第5章: RAIDの使用 159



RAIDレベル

RAID 0の仕組み

データストライピングとも呼ばれる RAID 0では、ひとまとまりのデータを、実際には

複数のドライブに分散させながら、利用者に取っては単一の高性能なドライブ

上にあるかのように見せます。これには、各ファイルのブロックを複数ディスクを対象

に伝播する処理が含まれます。データストライピングでは、データを並列処理する

ことで、データの転送速度が強化されます。

データストライピングでは、データの並列処理によりパフォーマンスは向上します

が、フォールト トレランス機能は提供されません。RAID 0のアレイを構成するドライ

ブのいずれかに障害が発生すると、すべてのデータが失われます。RAIDテープドラ

イブの場合は、ドライブの障害によってバックアップ処理を実行できなくなります。

RAID 0は、フォールト トレランス機能が不要で、データ転送速度のみを重視する

場合に適しています。フォールト トレランスが必須の場合は、RAID レベル1または

5を使用する必要があります。以下の図は、RAID 0の構成でデータがどのように

分散されるのかを示しています。

注：データの最大転送速度は、アレイを構成するドライブの中で最も低速なドラ

イブの転送速度が上限となります。
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RAIDレベル

RAID 1の仕組み

ミラーリングとも呼ばれる RAID 1は、最も幅広く利用されている RAID レベルです。

RAID 1では、バックアップデータのコピーを 2つ管理できます。通常、1つのコピー

はバックアップ場所で保管し、もう 1つのコピーはオフサイトで安全に保管されま

す。2つの物理ディスクを結合し、単体のアレイを作成します。データの読み書き

は両方のドライブで同時に行われます。RAID 1は、通常はバックアップ場所に維

持されるコピーと別のサイトに安全に保管されている重複 ( ミラー) コピーという、2
つのバックアップデータコピーを維持することにより、フォールト トレランスと信頼性

を実現します。このRAIDレベルを使用して、メディアのコピー処理を実行せずに、

データを簡単に転送できます。

ミラーリングでは、データの書き込み操作とコピーを同時に行います。つまり、データ

が 1つのドライブに書き込まれると、別のドライブにも同じデータが書き込まれま

す。そのため、同じデータが常に 2つあることになります。2つのドライブまたはメディ

アに同一のデータを同時にバックアップすることにより、一方のドライブ( メディア) に
障害が起きたときも、他方のドライブ( メディア) でバックアップ処理を続行できま

す。

注： RAID 1はディスクミラーリングまたはデュプレクシングとも呼ばれます。ミラーリン

グは1チャネルを使用し、デュプレクシングは2チャネルを使用します。

非 RAID モードでは、ミラーリングで使用するメディアセットは、Arcserve Backupと

互換性があります。Arcserve Backupをこのモードで使用すると、どちらのRAID ドラ

イブからでもデータをリストアできますが、非 RAID モードで追加されたセッションは

RAID モードでは使用不可になります。メディアを再度利用する必要がある場合

は、一旦消去するか、再フォーマットする必要があります。
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RAIDレベル

RAID 5の仕組み

RAID 5は、パリティ機能を備えています。パリティ機能はエラー検出方法の一種

であり、ストライプ内のデータブロックで特定のチェックを実施することで、データ転

送時にエラーを検出して修正します。システムはパリティ情報を使用して失われ

たデータビットを再生成できます。そのため、1台のドライブに障害が発生した場

合は、残されたデータとパリティ情報を照合することで、障害が発生したドライブの

情報を再作成できます。

RAID 5ではデータストライピングも行われます。RAID アレイに 3つ以上のドライブを

使用している場合、すべてのドライブに対してデータとパリティのストライピングが行

われます。2台のドライブがデータ処理に使用され、3台目のドライブにパリティ情

報が格納されます。この場合、2台あるデータ処理用ドライブのいずれかに障害

が発生した場合でも、パリティ情報を使用して失われたデータを再作成できま

す。

RAID 5では、パフォーマンス、容量、およびストレージ効率が向上すると同時に、

フォールト トレランス機能が提供されます。RAID 5では、データへの書き込み時に

パリティ情報の計算が必要となります。そのため、データの書き込みよりも読み取

りの方がはるかに多く発生する状況には、RAID 5が適しています。( 書き込み頻

度が高い状況では RAID 1が好適です) 。

RAID 5では、3つのドライブを 1つの仮想ドライブとして動作するため、仮想的にメ

ディアの容量が増大されます。たとえば、メディア容量が 2GB の場合、4GB のデー

タをバックアップする際は通常 2つのテープをスパンして行います。ただし、RAID5を

利用すると、この2つのテープをスパン( 追加 ) せずに、単一の仮想メディア上に

4GB のデータをバックアップできます。RAID 5で 3つのドライブを使用すると、ドライ

ブの容量は 2倍になります。RAID5で 5つのドライブを使用すると、4倍になりま

す。
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第6章 : 用語集

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

アダプタ 164

オートローダ 165

バーコード 166

マウント解除 167

ホームスロット 168

インベントリ 169

ライブラリ 170

ライブラリドライブ 171

ライブラリグループ 172

論理装置番号 173

マガジン 174

メールスロット 175

マウント 176

保存 177

スロット 178
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アダプタ

アダプタ

アダプタとは、あるコンピュータが別のコンピュータ、デバイス、または電子的インター

フェースと通信できるようにするためのハードウェアデバイスです。
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オートローダ

オートローダ

「チェンジャ」、「ジュークボックス」、または「ライブラリ」とも呼ばれるオートローダは、

マガジンスロットやライブラリドライブのメディアの挿入 /取り出しを自動的に行うデ

バイスです。
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バーコード

バーコード

ライブラリは、バーコードを使用して各メディアのインデックス割り当てやインベントリ

処理を行います。バーコード ラベルの付いたメディアは、バーコードによって即座に

識別されるため、インベントリ時にメディアをドライブに挿入して読み取る必要があ

りません。
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マウント解除

マウント解除

マウント解除とは、選択したライブラリマガジンを取り出せるように準備する処理

です。選択したライブラリマガジン内のメディアはすべて「マウント解除」と表示され

ます。マウント解除を行うと、マガジン内のメディアを操作できなくなります。
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ホームスロット

ホームスロット

ホームスロットとは、メディアが元々格納されていたスロットのことです。「オリジナル

スロット」とも呼びます。
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インベントリ

インベントリ

インベントリとは、選択されたスロットの実際のステータスをアップデートするようライ

ブラリに指示するプロセスです。スロット内にメディアがあると、そのメディアのデータ

が読み込まれ、インベントリが実行されます。
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ライブラリ

ライブラリ

ライブラリは、1つまたは複数のメディアドライブを備えたデバイスで、通常はメディ

アを自動的に移動する機構 ( ロボット ピッカなど) も備えています。ライブラリを使

用すると、途中でユーザが手動操作しなくても、大量のデータを自動的にバック

アップできます。
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ライブラリドライブ

ライブラリドライブ

ライブラリドライブは、ライブラリに搭載されているメディアドライブです。このドライブ

はライブラリの一部として動作します。
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ライブラリグループ

ライブラリグループ

ライブラリグループは、マガジンスロットの集合体です。
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論理装置番号

論理装置番号

LUN ( 論理装置番号 ) は、デバイスが SCSI バス経由で通信するために割り当て

られる識別子です。デバイスには、チェンジャ、ハード ディスク、テープドライブ、そ

の他 SCSI プロトコルを使用した通信が可能な各種デバイスがあります。

第6章:用語集 173



マガジン

マガジン

マガジンは、複数のメディアを格納できる着脱可能なコンテナです。
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メールスロット

メールスロット

メールスロットは、ライブラリのドアを開閉せずにメディアをロード/アンロードできるラ

イブラリ内にあるスロットです。このスロットはメディアのインポート/エクスポートに使

用します。「メールスロット」とも呼ばれます。
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マウント

マウント

マウント処理では、選択したライブラリマガジンを Arcserve Backupで使用できるよ

うに準備します。マガジン内の全スロットでメディアの有無が確認され、検出され

たメディアはすべて読み取られます。
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保存

保存

メディアが均等に巻き戻されるようにするための機械的処理です。通常、リテン

ション処理では、メディアを終端まで巻いて先頭に巻き戻す処理が行われます。

第6章:用語集 177



スロット

スロット

スロットは、メディアを格納するためのマガジン内の領域です。「マガジンスロット」と

も呼ばれます。
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